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IV．車いすテニスのルール 

 

1．プレー上のルール 

   車いすテニスのゲームのルールは下記の例外を除きＩＴＦのテニスルールに従うものである。 

 

  ａ）２バウンドルール 

     車いすテニス選手は２バンドが認められている。選手は地面にボールが３バウンドする前

に返球しなくてはならない。２バウンド目はコートの内側でも外側でもよい。 

 

  ｂ）車いす 

     車いすは身体の一部とみなし、選手の身体に関するルールが車いすにも適用される。 

 

  ｃ）サービス 

     サービスは下記のとおりに打たなければならない。 

 

    ⅰ サービスを始める直前に、サーバーは静止しなくてはならない。サーバーはその後ボー

ルを打つ前にワンプッシュしてもよい。 

    ⅱ サービス中は全ての車輪もベースラインやセンターマークとサイドラインの仮想延長線

上に触れてはならない。 

    ⅲ クァードの選手が通常の方法でサービスを行えない場合、他者がボールを落としてそれ

を打ってもよい。 

 

  ｄ）選手の失点 

     選手の失点については下記のとおりである。 

 

    ⅰ ボールが３回地面にバウンドするまでに返球できなかったとき。 

    ⅱ サービス時、ボールを打つ時、プレー中に車いすを回転させたり止める際に下肢を使っ

て止める・安定させる行為をしたとき。 

 

  ｅ）足で車いすを操作する 

    ⅰ 機能障害で車輪による操作ができない時、選手は片足で操作してもよい。 

    ⅱ 「ｅ）ⅰ」で足で操作することが認められていても、下記の場合は認められない。 

     ａ）スイングのモーション中、ラケットがボールに当たっているときも含む。 

     ｂ）サービスの開始からラケットにボールが当たるまでの間 

    ⅲ このルールに違反した際には失点となる。 

 

  ｆ）車いすと健常者とのテニス 

車いすテニス選手が健常者のテニス選手とシングルス・ダブルス問わずともにプレー又は

対戦する際、車いすの選手には車いすテニスのルール、健常者には健常者のルールが適用さ
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れる。言い換えると、車いすの選手には２バウンドが認められ、健常者の選手には１バウン

ドだけである。 

 

2．車いすテニスプレーヤー 

ａ）ＩＴＦの認可したトーナメントやパラリンピックに出場するには、恒久的な身体障害がある

と診断を受けなくてはならない。恒久的な身体障害とは、下肢のひとつ又は両方の実質的な

機能障害である。選手は下記の基準に従う。 

 

    ⅰ Ｓ１レベル以上に運動機能障害を伴う神経障害があること。 

    ⅱ 関節の強直、重い関節炎又は尻部・ひじ・足首の上部が人工関節である。 

    ⅲ 指とくるぶしの間の切断を含め下肢の一部の切断がある。 

    ⅳ 下肢の片側又は両側の機能障害で、上記ⅰ・ⅱ・ⅲに相当する症状がある。 

 

ｂ）クァードの選手は上記「ａ）」の恒久的機能障害に加え、更に下記に示される基準のひとつ

を満たさなければならない。 

 

    ⅰ Ｃ８（頚椎８番）以上に運動障害を伴う神経障害がある。 

    ⅱ 上肢の切断 

    ⅲ 上肢にアザラシ症がある。 

    ⅳ 上肢に筋肉障害、筋ジストロフィーがある。 

    ⅴ 上肢の片側又は両側に上記ⅰ・ⅱ・ⅲ・ⅳに相当する機能障害がある。 

 

ｃ）上記「ｂ）」に加え、クァード選手は上肢に下記の基準のひとつを満たさなければならない。 

ⅰ 運動機能障害により、オーバーヘッドサービスが行えない、フォアハンド・バックハン

ドが行えない、手動で巧みに車いすを動作できない。（※含む「ⅱ」「ⅲ」の内容） 

    ⅱ ラケットを持つにあたって、テーピングや補助器具を用いなければ保持できない。 

クァードの資格を評価するにあたり、利き腕とそうでない腕と躯幹の機能とコントロー

ルの状況を証明できる選手は、躯幹のコントロールよりも上肢の障害レベルが上回る必

要がある。 

 

ｄ）更にクァード選手には下記の条件も加わる。 

    ⅰ 上記に定められた恒久的な三肢障害がなくてはならない。 

    ⅱ ＩＴＦクァードテニス分類基準にある分類の評価システムを満たさなければならない。 

    ⅲ 地位の分類中の詳細な要求に従うこと。 

    ⅳ 分類のプロセスやそれに関する手続に最大限協力し、正直に誠実に対応すること。 

 

クァードの選手は車いすを動かす為に足を用いてはならない。 

選手に資格に関する疑問や異議申し立ては、補足資料Ａにある資格審査の手続に従い処理される。 

用語の解説については、補足資料Ｂに掲載されている。 
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3．電動車いす 

手動の車いすが運動能力が劣っている為に使用できなく、日常生活で電動車いすを用いている

選手は、電動車いすでテニスをすることができる。但しテニスを行なうにあたって電動車いすを

選択した選手は、全てのＩＴＦイベントに電動車いすで参加しなくてはならない。電動車いす選

手への異議申し立ては、ＩＴＦ車いすテニス委員会へ補足資料Ａに従い指導されるものである。 
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V．イベントの種類 

 

4．車いすテニスツアー 

ツアーの基準やランキングの規則に合致した大会の結果はＩＴＦ車いすテニスランキングに

含まれるものである。それらの大会は下記のとおりである。 

 

スーパーシリーズ ・マスターズシリーズ ・ＩＴＦ１．２．３シリーズ ・ＩＴＦフューチャ

ーズシリーズ ・メインドロー及びシングルドロー（シングルス・ダブルス） ・コンソレーシ

ョン（メインドローシングルスのみ） 

 

5．車いすテニスマスターズ 

車いすテニスマスターズは、シングルスとダブルスで年間車いすテニスツアー最後のイベント

である。トップ８人の男性・女性とトップ４人のクァード選手はシングルスマスターズに招待さ

れる。ダブルスマスターズはトップ８の男性・トップ４の女性とトップ４のクァード選手がダブ

ルスランキングの組み合わせに従い出場する。 

 

6．その他のイベント 

 ａ）ワールドチームカップ 

ワールドチームカップはＩＴＦの公式車いすテニスチームイベントである。ワールドチーム

カップは年１回異なる国で、男女別、クァードとジュニア別で行なわれる。参加するには、そ

の国がＩＴＦとＩＷＴＡのメンバーでなくてはならない。 

 

 ｂ）パラリンピックゲーム 

１９８８年のパラリンピックでは公開競技であったが、１９９２年のパラリンピックから公

式競技となった。規則は国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ）とパラリンピック主催委員会と

共にＩＴＦが決定するものである。参加国はＩＴＦとＩＷＴＡのメンバーでなくてはならない。

参加国は２００８年北京パラリンピックの最新情報を受けることができ、パラリンピック規則

小冊子が配布される。 
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VI．車いすテニスツアーの規則 

 

7．規則の施行 

車いすテニスツアーイベントに関して、以下の規則（Ⅶ～ⅩⅡ章）が適用される。 

これらの規則はＩＴＦとレフェリーの責任によって選手や主催者に遵守させるものである。 

 

8．規則の修正事項 

以下の規則（Ⅶ～ⅩⅡ章）を改正するには、ＩＴＦの採択とＩＴＦの作成したルールに従わな

くてはならない。 
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VII．申請 

 

9．申請 

スーパーシリーズ・マスターズシリーズ・ＩＴＦ１．２．３・フューチャーズシリーズがＩＴ

Ｆの公認を受けランキング対象になるには、ＩＴＦオフィスが設定した期限までに申し込みがＩ

ＴＦに受理されなくてはならない。トーナメント申し込みフォームはＩＴＦオフィスへ申請し入

手する。全ての申請は国内の関係機関の認可を受けたものでなくてはならない。個人的にトーナ

メントを開催するには、国内の関係機関より同意を得て、その機関へ申請の写しを送付しなくて

はならない。 

トーナメントが車いすテニストーナメントとして認められるには、トーナメント開催同意書に

署名しなくてはならない。トーナメント開催同意書内の条項を守らなかったトーナメントについ

ては、ＩＴＦ車いすテニス委員会の裁量でペナルティの対象となる。ペナルティとしては罰金・

または翌年度からの車いすテニスツアーからの排除がある。 

車 い す テ ニ ス ツ ア ー の カ レ ン ダ ー は Ｉ Ｔ Ｆ へ 申 請 又 は イ ン タ ー ネ ッ ト

「www.itftennis.com/wheelchair」で入手できる。トーナメントがＩＴＦの定めたスーパーシリ

ーズの基準に合致しない時は、ＩＴＦによってグレードの変更ができるものとする。 

 

10．期日後の申請 

   トーナメントの年間スケジュール調整が終了した後に申請されたトーナメントについては、当

年のカレンダーには組み込まれない。但し、ＩＴＦ車いすテニス委員会によって認められたもの

については例外的に認められる。期日後に申請された大会はＩＴＦ車いすテニス委員会により罰

金が課せられる・又は公認料の増額がある。 

 

11．開催取り消し 

   ＩＴＦが申請を正式に受理した後は、トーナメント開催日時・会場変更をしてはならない。ト

ーナメントを中止した場合には、公認料の返還は無くまた１年間は再申請ができない。但し、Ｉ

ＴＦ車いすテニス委員会が特別な状況を認めた場合にはその限りではない。 

 

12．申請の受理 

   ＩＴＦは申請のあった全てのトーナメントに対し、申請の受理・公認グレード・カレンダーへ

の掲載について通知する。グレードの最終判断はＩＴＦ車いすテニス委員会が行い、トーナメン

トはグレードについてアピールはできない。 

 

13．申請と公認料 

   トーナメントの開催申請は、車いすテニスツアーの公式申請用紙に必要事項を記入してＩＴＦ

へ提出する。ＩＴＦは各トーナメントに対してグレードに応じた公認料の請求書を送付する。 
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   スーパーシリーズ   ５００ドル 

マスターズシリーズ  ４００ドル 

ＩＴＦ１シリーズ   ３５０ドル 

   ＩＴＦ２シリーズ   ３００ドル 

ＩＴＦ３シリーズ   ２５０ドル  

ＩＴＦフューチャーズ １５０ドル 
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VIII．トーナメント管理諸規則 

 

14．運営 

ＩＴＦは下記のトーナメント開催基準の各項目に基づきトーナメントのグレードを定める。ト

ーナメントを視察するＩＴＦプレゼンタティブのトーナメント評価報告書が判断基準となる。こ

れらの基準は、メインドロー・セカンドドロー・その他のクラスに出場する全ての選手に適用さ

れる。 

 

 ａ）食事 

    エントリー料にトーナメント期間中の全ての食事（１日３食）が含まれることが強く求めら

れる。少なくとも朝食を含む１日２食が無料提供されるべきである。実施できない場合は、ト

ーナメントでは、選手が会場において低料金で食事ができるように配慮しなくてはならない。

有償・無償問わずトーナメントの食事は２種類以上から選択することができ、選手の食事とし

て栄養的バランスが取れていなくてはならない。ベジタリアン用の食事も用意すべきである。

また、果物は会場に常備すべきである。 

 

 ｂ）飲料 

    水（プラスチック容器入りが望ましい）は試合毎に選手に提供されなくてはならない。また、

コート外でも水やスポーツドリンクが無償で提供されることが望まれる。特に暑い時期にはそ

うである。また、会場には水・スポーツドリンクの販売設備がなくてはならない。 

 

 ｃ）救急医療・医師・マッサージ 

    トーナメントの全期間中、緊急の場合には医師（せき損やその他の障害に関する知識がある

者が望ましい）をすぐに会場に呼び寄せられるよう事前に手配しておくべきである。また、少

なくとも１名の救急医療担当者（医学診療士など）を会場に常駐させる必要がある。全ての大

会において、トーナメント期間中は選手が診療士によるマッサージを無料で受けられるように

配慮すべきである。 

 

 ｄ）トーナメントデスク 

    会場にトーナメントデスクを配置し、英語で会話ができるスタッフを常駐させるべきである。

また、インフォメーションボードを設置し、ＩＴＦ車いすテニスランキング・ＩＴＦ車いす倫

理規定・賞金ブレークダウン・選手委員会名簿・ＩＴＦドーピング規制・ＩＴＦレプレゼンタ

ティブ名・トーナメントでの各連絡先電話番号（医師・緊急連絡先・ホテル・輸送担当者・ト

ーナメントディレクター・レフェリー）などの情報を掲示すべきである。 

 

 ｅ）保険 

    トーナメントは全て団体保険に加入しなくてはならない。その保険にはＩＴＦも入れておか

なければならない。保険は高額であるほどよい。 
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 ｆ）ＩＴＦへの協力 

    先述の各項に加え、トーナメントは試合結果・報告書・関連資料の期限までの提出などＩＴ

Ｆの要請に加え、タイトルスポンサーの要請にも協力的でなくてはならない。 

 

 ｇ）エントリー締め切り期日 

    トーナメントはＩＴＦが定めるエントリー締切日を遵守しなくてはならない。エントリー締

め切り後にメインドローでプレーを希望する選手は、ワイルドカード枠でしかトーナメントに

参加することができない。 

 

 ｈ）期間・選手数・コート面数 

    ＩＴＦの公認トーナメントとなるには、開催日数が３日以上でなくてはならない。またトー

ナメントは、使用可能なコート面数・試合時間・消化可能な試合数に基づいて開催日数を設定

しなくてはならない。 

 

     ドローサイズ       開催日数 

       ８           ３ 

      １６           ４ 

      ３２           ５ 

 

15．トーナメント役員 

   トーナメント委員会はトーナメントディレクター・レフェリー（どちらも英語でコミュニケー 

ションできるべきである）を任命し、トーナメントの運営を委ねる。また、ＩＴＦレプレゼンタ 

ティブがトーナメントを視察することもある。それぞれの任務は下記のとおりである。 

 

  ⅰ トーナメントディレクター 

    ・トーナメント委員会とレフェリーの連絡調整 

    ・ＩＴＦとの連絡、必要に応じてエントリーの送付先 

    ・エントリーの受付、確認 

    ・広報、問合せに対する窓口 

    ・各現場スタッフを取りまとめる責任者 

    ・開催要綱、エントリーフォームなど、トーナメントの発行物作成 

    ・トーナメント終了時に全試合の結果記録をＩＴＦへ提出する 

    ・賞金の支払い 

    ・ホテル、輸送の手配 

    ・トーナメントの広報活動 

 

  ⅱ レフェリー 

    ・トーナメント委員会とトーナメントディレクターとの連絡 

    ・参加選手の出場クラス分け 

    ・ドローの作成 
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    ・サイン・イン受付 

    ・試合の管理・進行 

    ・オーダーオブプレーの作成 

    ・選手の管理 

    ・試合中に起きたテニスルールに関する問題の処理 

    ・施設、備品に関しトーナメントディレクターがトーナメント諸規則に従っているか確認す

る。 

    ・主審、線審、ボールパーソンを任命し、必要があれば交替させる。 

    ・コートが試合に適しているか、人工照明が必要かどうかの判断を下す。 

    ・試合コートを移動するかどうかの判断を下す。 

    ・毎日の全試合結果を記録し、トーナメント最終日にはＩＴＦに提出する全記録の内容を確

認する。 

    ・トーナメント終了時にＩＴＦにレフェリー報告書を提出する。 

 

  ⅲ ＩＴＦレプレゼンタティブ 

    ・ＩＴＦテニス規則、車いすテニス規則、及び車いすテニスツアーの諸規則を熟知し、レフ

ェリーの協力を得て、それらがトーナメントで遵守されるよう周知徹底する。 

    ・ドロー会議に出席する。 

    ・レフェリーを支え、必要とされれば相談に乗るが、テニス規則の法的解釈やコート上での

揉め事の最終判断はレフェリーに委ねる。 

    ・トーナメントが順調に運営・進行されるよう、トーナメントディレクターやレフェリーと

連絡調整する。 

    ・車いすテニスツアーやＩＴＦ車いすテニス部に関する情報を提供する場を作り、そこで中

心的な活動をする。 

    ・選手が車いすテニスつたーや選手委員会、ＩＴＦ車いすテニス部などについて話を聞きた

いと申し出た場合には常に応じる。 

 

  ⅳ 審判 

トーナメント委員会はトーナメントのグレードに応じて審判団を任命する。ＩＴＦは審判

団が資格を持った審判員で構成されることを強く要望する。 

 

  ⅴ ボールパーソン 

     試合にはボールパーソンが付くのが望ましい。ボールパーソンは前もってレフェリーから

トレーニングを受けてからコートに入るべきである。 

 

16．競技会場 

 ａ）会場施設 

    会場には車いすで利用しやすい更衣室とシャワーがなくてはならない。常設の車いす用トイ

レが無い場合は、清潔な簡易車いす用トイレが設置されなければならない。但し、これらの簡

易トイレは洗面所に隣接していなければならない。 
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 ｂ）日よけ 

    会場には日よけを用意しなくてはならない。特に暑い時期は試合コートにパラソル（日傘）

を準備しなくてはならない。また、非常に暑い時期は、午前や夕方、夜間に試合を行う。トー

ナメントはクァード選手にシェードと氷入りのバケツを準備しなくてはならない。選手はコー

チのアシストを得て自分の顔に水をスプレーすることができる。 

 

 ｃ）車いすの保管 

    夜間、車いすを保管できる場所（倉庫など）を会場に準備しなくてはならない。車椅子の保

管に関しては、選手が自己責任の下に行う。 

 

 ｄ）ストリンガー 

    会場にはストリンガーを常駐させるか、どこで・誰に依頼をすればガットを張り替えられる

かなどの情報を掲示しなくてはならない。ストリンガーが常駐で無い場合に備え、選手は十分

な数の試合用ラケットを準備しなくてはならない。 

 

 ｅ）リペアステーション 

    会場にリペアステーションを設置し、エアコンプレッサーを常駐する。選手は手動式の空気

入れを携帯する。 

 

 ｆ）スコアボード 

    ショーコート（観客席があるコート）には、スコアボードを設置しなくてはならない。 

 

 ｇ）喫茶・レストラン 

    会場には車いすで利用できるコーヒーショップやレストランなどの施設がなくてはならない。 

 

 ｈ）練習コート 

    遅くともトーナメント開始の１日前から、選手６０名に対して１面以上の練習コートを確保

しなくてはならない。練習コートはトーナメントの最終日まで用意しなくてはならない。練習

コートの表面は試合コートと同一でなくてはならない。練習コートが試合コートと離れている

場合には、無料で選手の送迎をしなくてはならない。 

 

 ｉ）試合コートの準備 

    試合毎にコートの点検をして、水の補給・ゴミの撤去・等を徹底する。クレイコートの場合

は、試合毎にコート整備をする。また、バナー（横断幕）は見た目にきちんと貼られているか

を確認する。 

 

17．送迎 

 ａ）トーナメントは大会の１日前と１日後、９：００～２３：００の間に航空機の発着に合わせて

空港への送迎が求められる。選手は定められた時間外の場合は自ら送迎の手配をしなくてはな
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らない。選手はトーナメントディレクターに最低でも２週間前に行程を送らなければならない。

別な方法を取った場合にはトーナメントディレクターは送迎の保証はしないものとする。 

 ｂ）送迎車両は車いすで利用できるものでなくてはならない。 

 ｃ）できれば空港とホテル間の送迎はトーナメント期間中であっても実施されることが望ましい。 

 ｄ）トーナメント期間中は、ホテルと試合会場間の定期的な送迎を無料で行わなければならない。

できればトーナメント開催１日前から運行されるのが望ましい。 

 ｅ）ホテルから会場への第１便は、毎朝の練習コート開始時間の１５分前までに到着しなくてはな

らない。 

 ｆ）会場からホテルへの最終便は、その日の最終試合が終了するのを待って運行しなくてはならな

い。 

 

18．宿泊 

 ａ）料金 

    試合会場に近く、車いすで利用しやすいオフィシャルホテルを適正料金で提供しなくてはな

らない。海外から参加する選手には、宿泊費込みのエントリー料が設定されることが望ましい。

可能であれば、選手が予算に応じて選べるよう２つのホテルが用意されているのが理想である。

しかし他の開催基準（送迎など）が満たされてから取り組む問題である。 

 ｂ）ドアの幅・エレベーターの数 

    浴室の入口幅が開催要項に明記されることが望ましい。 

   オフィシャルホテルには、宿泊する選手の人数に合う数のエレベーターが備わっていなければ

ならない。 

 ｃ）トーナメントデスク 

    オフィシャルホテルにもトーナメントデスク、またはインフォメーションボードを設置し、

送迎バススケジュール（予約方法なども明記）やオーダーオブプレーなどの情報が選手に伝達

されるようにする。 

 

19．審判 

 ａ）スーパーシリーズ及びマスターズシリーズ 

    レフェリーはＩＴＦホワイトバッジ以上の資格保有者とする。（そうでない場合にはＩＴＦか

らの認可書類が必要となる）全てのクラスで１回戦からロービングアンパイアをつけなくては

ならない。 

    以下の試合には主審をつけなくてはならない。 

 

    メインドロー（男子・女子・クァードのシングルス・ダブルス） 全試合 

    セカンドドロー（         〃          ） ベスト８から 

    その他のクラス（         〃          ） 決勝 

 

    メインドローの決勝（男子・女子・クァードのシングルス・ダブルス）には、線審を２名以

上つけなくてはならない。 
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 ｂ）ＩＴＦ１シリーズイベント 

    レフェリーはＩＴＦホワイトバッジ以上の資格保有者とする。（そうでない場合にはＩＴＦか

らの認可書類が必要となる）全てのクラスで１回戦からロービングアンパイアをつけなくては

ならない。 

    以下の試合には主審をつけなくてはならない。 

 

    メインドロー（男子・女子・クァードのシングルス・ダブルス） ベスト１６から 

    セカンドドロー（         〃          ） 準決勝から 

    その他のクラス（         〃          ） 決勝 

 

    メインドローの決勝（男子・女子・クァードのシングルス・ダブルス）には、線審を２名以

上つけなくてはならない。 

 

 ｃ）ＩＴＦ２及び３シリーズイベント 

    レフェリーはＩＴＦホワイトバッジ以上の資格保有者とする。（そうでない場合にはＩＴＦか

らの認可書類が必要となる）全てのクラスで１回戦からロービングアンパイアをつけなくては

ならない。 

    以下の試合には主審をつけなくてはならない。 

 

    メインドロー（男子・女子・クァードのシングルス・ダブルス） ベスト８から 

    セカンドドロー（         〃          ） 準決勝から 

    その他のクラス（         〃          ） 決勝 

 

 ｄ）フューチャーズシリーズイベント 

    レフェリーは国内資格のレフェリーでよいが、ＩＴＦ車いすテニストーナメント諸規則を熟

知していなければならない。全てのクラスで、１回戦からロービンクアンパイアをつけなくて

はならない。 

    以下の試合には主審をつけなくてはならない。 

 

    メインドロー（男子・女子・クァードのシングルス・ダブルス） 準決勝から 

    その他のクラス（         〃          ） 決勝 

 

 ｅ）主審の付かない試合 

    ＩＴＦはトーナメントによっては全試合に主審を付けることができない場合もあることを認

識している。従って、主審の付かない試合が世界中どのトーナメントでも同様に運営される為

に以下の規則が作られた。 

 

   ⅰ ラインジャッジの揉め事（クレイコート以外の試合） 

      レフェリー、あるいはアシスタントレフェリーがラインジャッジで揉めているコートに

呼ばれたが実際にその試合を見ていなかった場合、初めに誰がそのボールの判定をしたか
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を確かめる。選手がネットの手前側のボールを判定し、その判定は正しいと確信していた

らそれを認め、ポイントは成立する。レフェリー、あるいはアシスタントレフェリーがコ

ートサイドで試合を見ているときに選手が明らかにミスジャッジをした場合、直ちにコー

トに入り「今のはミスジャッジであり、そのコールは相手にとって無意識な妨害と受け取

れる」と説明し、ポイントをやり直すように命じる。 

 

   ⅱ ボールマークの揉め事 

      レフェリー、あるいはアシスタントレフェリーがラインジャッジでもめているコートに

呼ばれた場合、ボールマークの位置が両方の選手が同意するものであるかどうかを確かめ

る。双方が同意してもその判定に食い違いがある場合は、レフェリーがそのボールマーク

を見てインかアウトかを判定する。双方が違うボールマークを指した場合、レフェリーは

双方の選手からそのショットが打たれた状況を聞き（球質・方向など）どちらのボールマ

ークが正しいかを判断する。この状況で判断しかねた場合は、ジャッジをすべき選手が指

したボールマークを正しいボールマークと認める。 

 

   ⅲ スコアの揉め事 

      レフェリー、あるいはアシスタントレフェリーがスコアで揉めているコートに呼ばれた

場合、双方が同意するポイント・ゲームは全て有効とする。双方に食い違いがあるポイン

ト・あるいはゲームのみやり直す。 

 

20．広報 

 ａ）トーナメントエントリーフォーム 

    主催者はＩＴＦの共通車いすテニスエントリーフォームによる申込も受け付けなくてはなら

ない。エントリーフォームには以下の一節を加え、該当する選手に署名させなければならない。 

 

   ⅰ メインドローを含む全ての選手 

      「私はＩＴＦテニス規則、並びにＩＴＦ車いすテニス規則を遵守し、トーナメントが定

めるエントリー料を支払うことに同意します。また、私はトーナメントで適用される倫理

規定を遵守することに同意します。」 

 

   ⅱ メインドローの選手 

      「私はメインドローに出場するにあたり、ＩＴＦ車いすテニス倫理規定を遵守するとと

もに、国際テニス連盟の規約にある規則第８条に規定されているドーピング規則の各条項

に従うことに同意します。」 

 

 ｂ）開催要綱 

    開催要綱は、トーナメント開始６週間前までにＩＴＦ・選手・当該協会に送付されなければ 

ならない。開催要綱には以下の記述が含まなければならない。 
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    ・トーナメントディレクターの氏名、電話、ＦＡＸ（あればＥ－ｍａｉｌ） 

     到着の署名をするレフェリーの氏名、電話、ＦＡＸ（あればＥ－ｍａｉｌ） 

    ・会場の住所、電話、ＦＡＸ 

    ・会期（試合開始日、決勝予定日を含む） 

    ・賞金総額（ブレークダウンも） 

    ・大会グレード（ドローサイズも） 

    ・サーフェス（面数も） 

    ・使用球（ＩＴＦ公認球でなくてはならない） 

    ・オフィシャルホテルの名前、住所、ＦＡＸ、浴室のドア幅 

    ・送迎の詳細（空港名を明記） 

    ・メインドローではＩＴＦ車いすテニス倫理規定が適用されること 

    ・エントリー送付先 

    ・その他の関連事項（レフェリー氏名、審判団概要、ウェルカムパーティー、他） 

    注：開催に関する詳細については、別途各トーナメント宛に送付される。 

 

21．賞金 

   ２００８年には下記の賞金のレベルが求められる。 

 

   スーパーシリーズ   ２４，０００アメリカドル 

   ＩＴＦ１シリーズ   １７，０００アメリカドル 

    〃 ２シリーズ   １２，０００アメリカドル 

    〃 ３シリーズ    ８，０００アメリカドル 

    〃 フューチャーズ  １，６００アメリカドル 

   マスターズシリーズ  ＩＴＦによって承認された額 

 

  賞金トーナメント主催者の責務 

   ａ）賞金総額をトーナメント開催要綱に記載する。ＩＴＦが当該トーナメントの賞金総額とし

て発表するのは、メインドローのみに支払われる賞金額である。 

   ｂ）下記手段を用いてプレーヤーに賞金のブレイクダウン情報を伝える。 

      ・開催要綱に記載する。 

      ・プレーヤーインフォメーションとして配布する資料に記載する。 

      ・トーナメントデスクに掲示する。 

      ・トーナメントプログラムに掲載する。 

   ｃ）トーナメント終了後、実際に支払われた賞金総額、支払った選手名と各賞金額を賞金報告

書に記載し提出しなくてはならない。 

   ｄ）賞金額公表後の減額は許可されない。但し、ブレイクダウンが適正でない場合にはそれを

訂正する。主催者は税金を差し引いた金額を賞金額として発表しなくてはならない。また

獲得金額から税金が差し引かれる場合は、それについて開催要綱に記載しなくてはならな

い。他の手段としては、エントリーフォーム内に開催国で適用される税金についての適切

な規則を明記しなくてはならない。 
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   ｅ）賞金は原則としてアメリカドル又はユーロの現金で支払うものとする。それが不可能であ

る場合には、他の通貨でもよいがその場合も現金で支払うものとする。 

   ｆ）１回戦で「ノーショゥ」となった選手は、賞金を貰うことはできない。 

   ｇ）賞金について疑義がある場合には、ＩＴＦへ問い合わせるものとする。 

 

22．選手の責務 

   第１２章「車いすテニス倫理規定」を参照のこと。 
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IX．結果報告 

 

23．手続 

ａ）車いすテニスツアー主催者は、トーナメント終了後直ち（日曜か月曜）にＦＡＸまたはＥ－

ｍａｉｌで下記資料をＩＴＦへ送付しなくてはならない。 

 

    ⅰ 男子・女子・クァードのメインドロー、及びセカンドドローの全試合結果（シングルス・

ダブルス）、メインドローシングルコンソレーションの結果。 

    ⅱ 倫理規定報告書 

    ⅲ ポイントペナルティスコアカード 

 

ｂ）また、トーナメント主催者はトーナメント終了後３週間以内にトーナメント報告書をＩＴＦ

に送付しなくてはならない。報告書にはａ）の資料、及び以下のものが含まれていなくては

ならない。 

 

    ⅰ メディカルフォーム全クラス、全種目の試合結果 

    ⅱ トーナメントレポート（ＩＴＦリプレゼンタティブ不在の場合） 

    ⅲ 賞金報告書 

    ⅳ 大会プログラム・新聞雑誌の切り抜き・写真、その他トーナメント関連資料 

 

  ｃ）送付先 

    ITF Wheelchair Tennis Department 

    Bank Lane 

    Roehampton 

    London SW15 5XZ 

    Great Briten 

    Tel  (44)20 8876 6464 

    Fax  (44)20 8392 4741 

    E-mail wheelchairtennis@itftennis.com 
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X．トーナメント諸規則 

 

24．参加資格 

  車いすテニス参加資格 

    車いすテニス選手は規則第４条第２項にある基準を満たしていなくてはならない。 

 

  メディカルコントロール及びフィットネスコントロール 

車いすテニステニスツアー・ワールドチームカップ・パラリンピックなどＩＴＦが公認する

車いすテニス大会に参加する全ての選手は、その大会に参加申込をする行為をもって以下のド

ーピング規則（違反薬物規制）に同意したものとみなす。 

車いすテニスは肉体的に消耗の激しいスポーツである。従って、選手はＩＴＦ公認のテニス

トーナメント・ワールドチームカップ・パラリンピックに参加する際には、体力的・医学的に

見て万全の状態であるようにしなくてはならない。 

 

25．ジュニア選手の年齢制限 

   １９９０年１月１日以降に生まれた少年・少女のみが、２００８年のＩＴＦ車いすテニスジュ

ニア種目に出場できる。 

 

26．競技規則 

   車いすテニスツアー・ワールドチームカップ・パラリンピックを含めＩＴＦが公認する車いす

テニス大会では、テニス規則・車いすテニス規則、またＩＴＦ車いすテニスハンドブックに掲載

されている諸規則が適用されなければならない。選手・大会役員はこれらのテニスルール・トー

ナメント諸規則に精通していなくてはならない。 

 

27．権利放棄 

   車いすテニスツアーの各トーナメントに出場する選手は、出場申込をする行為をもって競技参

加中（往復を含む）に発生するかもしれない全ての傷害・損失などに対する（過去・現在・未来

を問わず）訴訟を本人・遺言執行者・管財人・相続人・あるいは個人的な代理人からのトーナメ

ントを公認しているＩＴＦ・各国協会・あるいは地域協会に対して起こさないことに同意したと

みなす。 

   選手はＩＴＦ車いすテニスツアー中の旅行行程（行き帰り）・参加中の事故・傷害をカバーでき

る十分な保険に加入することを強く助言する。もし選手が他の人間に伴われる場合には、その人

間もツアー期間中の偶発的事故をカバーする保険に加入しなくてはならない。 

 

28．ＰＲとプロモーション 

   選手はＩＴＦが当該選手の写真・映画・ＴＶ番組用の映像（生中継・録画・編集・映画化も含

む）・あるいはその他のメディア素材を、ＩＴＦの独自の裁量で、本人・相続人・遺族・遺言執

行者・管財人への報酬なしにプロモーションの目的で永久的に使用する権利を譲渡する。これら

のプロモーション活動は、選手が特定の商品あるいは企業を推奨する為の宣伝行為ではない。 
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29．出場申込 

   大会主催者はエントリー用紙を作成し、１部をエントリー締切日の６週間前までにＩＴＦに送

付しなくてはならない。トーナメントへの申込は公式のエントリー用紙に記入して郵送かＦＡＸ

で送付しなくてはならない。大会主催者はＩＴＦ車いすテニスツアー共通エントリー用紙での申

し込みも受付しなくてはならない。申込を拒否された選手はＩＴＦ車いすテニス委員会に提訴す

ることができる。ＩＴＦ車いすテニス委員会は事情調査の後最終判断を行う。 

 

  ａ）シングルス 

     メインドローとセカンドドローの規則に関しては、３４条から３９条を参照。その他のク

ラスについては、ここのトーナメントの裁量にゆだねることとする。 

 

  ｂ）ダブルス 

     メインドローとセカンドドローの規則に関しては、３４条の「セットドローサイズ」と３

９条の「ワイルドカード」を参照。 

    シングルスでメインドローに出場しても、チームのダブルスランキングがメインドローの域

に無ければ、ダブルスのメインドローに入ることはできない。 

 

  ｃ）トップ選手の制限 

    下記の規則をトーナメントエントリー締め切りに適用する。 

 

    ⅰ）ＩＴＦ３及びフューチャーズシリーズ 

      男子 

       ・ エントリー締め切り時にランキングトップ２０以内の選手はフューチャーズイベ

ントには参加できない。 

       ・ エントリー締め切り時にランキングトップ１０以内の選手は年間２回のみＩＴＦ

３イベントに参加できる。 

      女子 

       ・ エントリー締め切り時にランキングトップ１０以内の選手はフューチャーズイベ

ントには参加できない。 

       ・ エントリー締め切り時にランキングトップ５以内の選手は年間２回のみＩＴＦ３

イベントに参加できる。 

      クァード 

       ・ エントリー締め切り時にランキングトップ４以内の選手はフューチャーズイベン

トには参加できない。 

      ワイルドカード 

        エントリー締め切り後に制限されたランキング外になった選手には、ワイルドカー

ドが与えられる。 
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  ｄ）男子・女子・クァード 

     男子・女子・クァードとも、１大会に付きシングルス１種目・ダブルス１種目・コンソレ

ーション１種目しか参加できない。ミックスダブルス・シニア種目・ジュニア種目の参加に

ついては、各トーナメントの裁量とする。クァードのドローが行われている場所では、クァ

ード選手はクァードシングルス及びクァードダブルスのみの参加が許可される。 

 

  ｅ）エントリー用紙 

     選手は公式エントリー用紙に署名しなくてはならない。郵送・ＦＡＸ・Ｅ－ｍａｉｌで送

られた申込は、エントリーに関する諸規則の適用を受ける。エントリー用紙には当該選手の

氏名・生年月日・ランキング・連絡先住所などの必要事項を記入しなくてはならない。エン

トリー用紙に署名することにより、選手はＩＴＦ規則並びにドーピング規則を遵守すること

を義務付けられる。 

 

  ｆ）エントリー締め切り 

     トーナメント主催者は、ＩＴＦが定めたエントリー締め切り期日を遵守しなくてはならな

い。エントリー締め切り期日は「車いすテニストーナメントガイド」やＩＴＦホームページ

に掲載されている。ＩＴＦは特別な状況下においてのみ、トーナメント主催者が別ニッテイ

を組むことを許可する。 

    規定のエントリー締め切り期日は下記のとおりである 

 

     大会開催６週間前～スーパーシリーズ・ＩＴＦ１イベント 

     大会開催４週間前～ＩＴＦ２イベント・ＩＴＦ３イベント・フューチャーズイベント 

     マスターズシリーズ～ＩＴＦが定めた期日 

     

エントリー締め切り時点でトーナメントに受理された選手が分かる。メインドロー・セカ

ンドドローに誰が入るかはトーナメント前週のランキングによって決まる。フィールドアッ

プカードはエントリー締め切り時点で決まるが、ワイルドカードは早期に決める必要は無い。

エントリー締め切り後の申込は受理されない。 

     選手は申込用紙にダブルス出場の意思があるかを記入することができる。但し、ダブルス

チームの両方が会場でサイン・インしなければダブルスドローに入ることはできない。（第３

１条 サイン・イン参照） 

 

  ｇ）出場取り消し 

     ペナルティを受けずに出場を取り消せるのは大会１４日前までである（第５１条 「申込

に関する違反行為」を参照）。出場取り消しの連絡は全て書面で、郵便・ＦＡＸ、若しくはＥ

－ｍａｉｌを使って行わなければならない。 

 

  ｈ）病気・ケガによる出場取り消し 

     病気やケガが理由で出場を取り消すことはできるが、選手は出場を取り消した日から２１

日以内にエントリー受付責任者、あるいはＩＴＦ宛に特定のケガや病気が原因で当該選手が
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出場不能であることを記した診断書を提出しなくてはならない。ケガのために翌週の大会を

取り消さなければならない選手には、自動的なペナルティは課せられない。ケガが回復し翌

週の大会に参加したが、再びそのケガが原因で試合に出場できなくなった場合も診断書を提

出しなくてはならない。 

 

  ｉ）保険 

     全ての選手は十分な旅行保険・医療保険に加入していなければならない。 

 

  ｊ）エントリー費 

     トーナメント委員会はシングルスとダブルスのエントリー料を一括して徴収することがで

きる。エントリー料はトーナメント委員会が定めた方法で支払わなければならない。 

 

30．選手登録 

  ａ）クァード選手 

     ＩＴＦ公認大会でクァードクラスに出場する選手は、出場を希望するトーナメントの３ヶ

月前までにメディカルフォームをＩＴＦに提出しなくてはならない。ＩＴＦに登録されたク

ァード選手のみがクァードドロー・クァードセカンドドローに出場できる。 

 

31．サイン・イン 

  ａ）シングルス 

     メインドロー・セカンドドローに参加する全ての選手は、自らか又は電話で試合開始前日

の午後４時（１６：００）までにレフェリーに申込をしなくてはならない。 

    電話で申し込んでトーナメントに来なかった選手については、罰金を課される。 

    サイン・インしない選手については、ドローから抜かされる。電話での詳細の調整は選手の

責任である。 

 

  ｂ）ダブルス 

     ダブルスにエントリーするには、ダブルス選手の両名がレフェリーへシングルマッチが行

われる日の午後２時（１４：００）までにサイン・インしなくてはならない。エントリー用

紙に「ダブルス出場希望」と記していても、会場でダブルスのサイン・インをしなければダ

ブルスにエントリーしたことにはならない。 

 

  ｃ）コンソレーション 

     １回戦敗退のメインドロー選手でコンソレーションに出場を希望する選手は、コンソレー

ションのサイン・インをしなくてはならない。コンソレーションに出場するかどうかは選手

個人の裁量である。車いすテニスの行動規範は全てのコンソレーションマッチに施行される。 

 

  ｄ）連絡先 

     レフェリーは大会期間中に選手と連絡が取れるように各人の連絡先を把握しなくてはなら

ない。 
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32．競技規則 

  ａ）ウォームアップ 

     ウォームアップは５分を超えないこと。 

 

  ｂ）試合方法 

     全ての試合は３セットマッチで行う。 

 

  ｃ）タイブレーク 

     全てのセットでＩＴＦタイブレーク方式を適用する。 

 

  ｄ）その他の試合方法 

     ３セットマッチ以外の方法として、ノーアド方式で試合を行うこともできる。但し、その

場合には前もって選手に周知されていなければならない。ノーアドの採用が決まったクラス

では、決勝までノーアドで試合をしなくてはならない、 

     また、以下の試合方法も振替案として採用することができる。 

 

     ・ショートセット 

     ・ファイナルセットはタイブレークで勝敗を決める（７ポイント） 

     ・ファイナルセットは「スーパータイブレーク」で勝敗を決める（１０ポイント） 

 

     これらの試合方法については、「２００８年テニス規則」にある規則第９章を参照するか、

ＩＴＦへ問い合わせる。 

 

  ｅ）連続的プレー 

     選手は２００７年テニス規則の規則２９に従い、試合開始から終了まで遅延無くプレーを

続けなくてはならない。３セットマッチで、第２・第３セットの間に休憩を取ることはでき

ないが、悪天候の場合は１５（ｒ）の内容を参照する。 

 

  ｆ）コーチング 

     選手は試合中にコーチングを受けてはならない。試合中、選手とコーチの間で合図やジェ

スチャーによるコミュニケーションがとられていたら、それはコーチングとみなされる。ま

た、選手はコーチに以下の行為をさせてはならない。 

 

     ⅰ トーナメント会場で卑猥な言葉を使う。 

     ⅱ トーナメント会場で卑猥なジェスチャーをする。 

     ⅲ トーナメント会場で、役員・対戦相手・観客などに暴言を吐く。 

     ⅳ トーナメント会場で、役員・対戦相手・観客などに暴力を振るう。 

     ⅴ トーナメント会場で、当該トーナメント・審判の立場を悪くするような発言をしたり、

文書を出したり、あるいはそのようなコメントを支持する行為をする。 



Wheelchair Tennis Handbook 2008 

 

- 23 - 

 

  ｇ）トイレブレーク 

     トイレ休憩はシングルス・ダブルス共に１試合に２回まで取ることができるが、セットブ 

レークに取るのが望ましい。トイレ休憩の時間は常識的な範囲（リーズナブルタイム）とす 

る。主審がいる試合では主審の、いない試合では対戦相手に許可を取らなくてはならない。 

対戦相手はリクエストを拒否することはできない。 

３回目以降のトイレ休憩には、主審・ロービングアンパイア・あるいはレフェリーの許可

が必要である。選手が許可を得ずに３回目のトイレ休憩を取った場合には、倫理規定により

「無断でコートを離れた」とみなされ罰則の対象となることがある。 

 

  ｈ）決勝での不戦勝 

     対戦相手が決勝を棄権した場合、不戦勝となった選手（ダブルスの場合はチーム）はレフ

ェリーから依頼があれば３セットのエキシビジョンマッチができる状態でいなくてはならな

い。 

 

  ｉ）用具の準備 

     車いすの調整を含め、試合がコールされたときにはすぐに試合が始められるように準備し

ておくのは選手の責任である。レフェリーは、試合がコールされてから１５分以内に試合コ

ート入らない選手に対して、その理由に関わらず失格させることができる。 

 

  ｊ）クァードのラケット 

     クァード選手は、ラケットを手や腕に固定させる目的であれば、規定外の長さのラケット

を使用することができる。 

 

  ｋ）修理の時間制限・破損した用具・クァードのストラッピング 

     主審・ロービングアンパイア・及びレフェリーは試合を中断することができる。車椅子の

修理は、１試合中合計で２０分を超えない限り何度でもできる。２０分を超過した場合の当

該選手に対する処置は、現場の審判員の判断にゆだねられる。 

     クァード選手がチェンジコートでラケットを固定するストラップの巻き直しをする場合は、

９０秒を超えてもペナルティは課されない。但し、試合前にストラップの巻き直しについて

主審と対戦相手に承諾を得ておかなければならない。また、なるべく速やかに巻き直しをす

るように努力しなければならない。 

 

  ｌ）試合ボール 

     １試合につき３個以上のニューボールを使用する。メインドローのボールチェンジは、フ

ァイナルセットの前に行う。その他のクラスでは特にボールチェンジの指定は無い。 

 

  ｍ）練習ボール 

     試合が開始される前日から、試合球と同じ種類のセットボールを毎日２球以上無料提供し

なくてはならない。 
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  ｎ）休憩 

     試合と試合の間の休憩は、下記のとおりである。 

  

       試合時間        休憩時間 

     １時間未満          ３０分 

     １時間～１時間３０分     ４５分 

     １時間３０分以上       １時間又はそれ以上 

 

  ｏ）試合中のケガ 

     補足資料Ｃ「メディカルルール」を参照。 

 

  ｐ）コート保護 

     コートの保護に関する事柄はレフェリーに裁量権がある。下記のものはコートを破損する

おそれがあるので注意点検を要する。 

 

     ⅰフットレスト 

     ⅱフロントキャスター 

     ⅲ後方転倒防止用パイプ 

     ⅳ後輪 

 

     また、選手は競技用車いすにはノンマーキングタイヤを装着しなくてはならない。タイヤ

交換の為にはリーズナブルタイムが与えられる。時間はレフェリーが定める。指示に従わな

い場合には失格もありうる。 

 

  ｑ）ライトアップキャスター 

     ライトアップキャスター（光るキャスター）を試合で使用してはならない。 

 

  ｒ）極めて厳しい気象条件 

     「極めて厳しい気象条件」とは、摂氏２８度、華氏８２度、もしくはそれを超えるもので

温度計で計測されたものを定義する。温度計が無い場合、極めて厳しい気象条件は明らかに

華氏９０度、またはそれ以上の温度、下記の表のとおり定義する。温度は（０．７ウェット

バルブ+０．２世界的温度+０．１ドライバルブ＝ＷＢＧＴ）で計測されたウェットバルブ国

際的温度で計算される。 
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    空気温度（Ｆ）℃＝５／９（Ｆ－３２） 

 

    華氏    70   75   80   85   90   95   100  105   110   115   120 

    湿度   

    0%        64    69    73    78    83    87    91    95    99    103    107 

    10%       65    70    75    80    85    90    95   100   105    111    116 

20%       66    72    77    82    87    93    99   105   112    120    130 

30%       67    73    78    84    90    96   104   113   123    135    148 

40%       68    74    79    86    93   101   110   123   137    151 

50%       69    75    81    88    96   107   120   133   150 

60%       70    76    82    90   100   114   132   149 

70%       71    77    85    93   106   124   144 

80%       72    78    86    97   113   136 

90%       73    79    88   102   122 

100%      74    80    91   108 

 

     レフェリー・トーナメントディレクター・指定された者は、トーナメント中の悪天候に関

するルールを実施するか決定する権限を持つ。悪天候であると決定した場合、第２セットと

第３セットの間に１５分間の休憩が与えられる。（休憩場所への移動・休憩場所からの移動時

間を除く。）チーフアンパイアは休憩場所への選手の行き来に伴わなければならない。試合当

日の開始時間の遅れもありうる。 

 

     可能であれば、悪天候による試合開始の遅れに関する決定は試合開始前に決定しなくては

ならない。それに加え、レフェリーが天候状態による試合の延期もありうる。 

 

    ⅰ）天候の計測及び観察 

       レフェリー・トーナメントディレクター・指定された者は、１日の中で最低３回、最

高５回計測機器を用いて天候を観察する。計測結果が試合の開始を決定し、スーパーバ

イザーオフィスに報告する 

       最低３回行う計測は下記のとおりである。 

 

    （１）試合開始３０分前 

    （２）当日スケジュールの中間時間 

    （３）当日の最終試合開始前、又は夜の試合開始前 

 

    ⅱ）規則の実施 

     イベント開催中に天候の変化が定期的計測で測定された場合、悪天候に関するルール

がゲーム進行中のコートを除く全てのコートに適用される。急激な天候の変化の場合、

ルールが適用になっていないゲームが進行中のコートでもルールが適用となる。雨また

は試合進行が妨げられる場合、レフェリー・トーナメントディレクター・指定された者
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は悪天候に関するルールを適用する。 

 

    ⅲ）１５分休憩の条件 

     選手お互いに１５分休憩を取らないと同意している場合には、試合はそのまま続行と

なる。しかし、どちらかが求めた場合には、１５分休憩は取ることができる。１５分休

憩の間、コーチング又は治療を受けることは認められない。しかし、選手がレフェリー・

トーナメントディレクター・指定された者からメディカルサポート・メディカル装備の

調整が認められた場合にはその限りではない。１５分休憩中は再ウォームアップは認め

られない。このルールは２回のトイレと着替え休憩が試合中認められる。選手は連続的

に１５分休憩とメディカルタイムアウトを取ることはできない。 

 

    ⅳ）ペナルティ 

     第２セットと第３セットの間の１５分休憩が終わった後の遅れについては、ペナルテ

ィとなる。 

 

    ⅴ）クァードヒートルール 

       クァードの試合コートには、日除けと氷の入った容器を準備しなくてはならない。ク

ァード選手はコーチに手伝ってもらい顔に水をスプレーすることができる。気温の非常

に高い気象条件下では、朝か夕方、又は夜にクァードの試合を組む。 

 

33．競技方法 

   ＩＴＦ公認トーナメントでは、下記の最低基準に則り競技を行う。 

 

  ａ）男子、女子、クァードのメインドローとセカンドドローはＩＴＦルールを適用する。 

 

ｂ）男子、女子、クァードのＢ・Ｃ・Ｄクラス、およびジュニアでは、ノーアドの３セットマッ

チが適用されるのが望ましい。 

 

ｃ）コンソレーションに出場を希望する選手は、コンソレーションのサイン・インをしなくては

ならない。コンソレーションの試合方法は、シード方法、ならびにバイも含め本戦と同じで

なくてはならない。 

１回戦が不戦勝で、２回戦で敗退した場合にはコンソレーションに出場できる。但し、メイ

ンドローに関しては選手がコンソレーションに出場することで他の選手の獲得ポイントに影

響が出る場合にはその限りではない。 

 

ｄ）メインドロー・コンソレーションドローでシングルス参加選手が５名もしくはそれ以下の場

合、ラウンドロビンフォーマットでの試合をすることを求められる。決勝が２人の選手で行

われるのはトーナメントの判断であり、事前にこのことを発表しなくてはならない。 
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ｅ）悪天候など予想不可能の事態が発生した為に試合進行が遅れた場合、レフェリーにはトーナ

メントを会期中に終了させる為に試合方法を変更できる裁量権がある。この場合、３セット

マッチのノーアド、もしくはタイブレーク、スーパータイブレークを採用することも可能で

あるが、メインドローの試合方法については変更されないことが強く望まれる。予想外に試

合進行が遅れた場合には、メインドローが優先される。 

 

  ｆ）ラウンドロビン 

     同点の場合には、下記のとおり扱う。 

 

（ａ）２人の選手（又はチーム）がラウンドロビン終了時に同じ勝敗数であれば、結果は下

記のとおり扱う。 

       ２人の選手（又はチーム）の直接対戦での勝者。 

 

（ｂ）３人の選手（又はチーム）がラウンドロビン終了時に同じ勝敗数であれば、結果は下

記のとおり取り扱う。 

       トータルセットでの勝率の高い選手（又はチーム） 

 

（ｃ）選手数（又はチーム数）がそれ以上の場合には、下記のとおり取り扱う。 

       トータルセットでの勝率の高い選手（又はチーム） 

 

    （ｄ）２人の選手（又はチーム）で混戦している場合には、その結果。 

 

（ｅ）３人の選手（又はチーム）の場合には、トーナメント委員会またはくじ引きで決定す

る。 

 

    上記の手続きがある場合、トーナメント委員会で最終決定をくだす。 

 

ｇ）１日２試合以上しないのが望ましいが、３試合しなければならない場合には、シングルス１

試合、ダブルス２試合にする。 

 

ｈ）メインドロー・セカンドドロー・コンソレーション問わず、シングルスの試合を先に予定し

てからダブルスの試合を予定するのが望ましい。 

 

ｉ）スポンサーの要望やテレビ放映の為にシングルスの前にダブルスを行うなどのスケジュール

を変更するべきではない。 

 

34．ドローサイズ 

２００７年の車いすテニスツアーの評価と２００８年ツアーの明確な求めにより、ＩＴＦはメ

インドローとセカンドドローのドローサイズを変更した。ランキングポイントはドローサイズに

よってＩＴＦより割り当てられる。 
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ＩＴＦは必要に応じてドローサイズの変更の権限を持つ。 

 

 ａ）メインドロー：男子（女子及びクァードの一部のイベントを含む） 

下記の記述は男子ドローの全てのイベントと女子及びクァードのスーパーシリーズとＩＴ

Ｆ１イベントに適用される。 

 

   ⅰ シングルス 

      ランキングはひとつの長いリストであり、トーナメントにエントリーした選手はランキ

ング順にセットドローを埋めていく。セットドローサイズはＩＴＦが定める。ドローサイ

ズごとに限定されたワイルドカードも最大限使うことができる。メインドローのアクセプ

タンス、シードはトーナメント前週のＩＴＦ車いすテニスシングルスランキングに基づく。 

 

   ⅱ ダブルス 

      トーナメント初日にサイン・インをしたダブルスチームの中から、ランキング順位の高

いペアからセットドローを埋めていく。セットドローサイズはＩＴＦが定める。ドローサ

イズごとに限定されたワイルドカードも最大限使うことができる。アクセプタンス及びシ

ードは、トーナメント前週のＩＴＦ車いすテニスダブルスランキングに基づきペアの合計

ランキングの高い順に与えられる。シングルスがメインドローでも、自動的にダブルスの

メインドローに入ることは無い。 

 

ｂ）セカンドドロー：男子（女子及びクァードの一部のイベントを含む） 

下記の記述は男子ドローの全てのイベントと女子及びクァードのスーパーシリーズとＩＴ

Ｆ１イベントに適用される。 

 

   ⅰ シングルス 

      メインドローに入れなかった選手はセカンドドローに入る。メインドローと同様、ドロ

ーサイズはＩＴＦが定めるが、それより大きいドローでも構わない。但し、セットドロー

サイズよりもドロー数を増やした場合は、ＩＴＦが定めたセットドロー枠にしかポイント

は与えられない。アクセプタンス及びシードは、トーナメント前週のＩＴＦ車いすテニス

シングルランキングに基づく。 

 

   ⅱ ダブルス 

      メインドローに入れなかったダブルスチームはセカンドドローに入る。ドローサイズは

ＩＴＦが定めるが、それより大きいドローでも構わない。但し、ポイントはＩＴＦが定め

たセットドロー枠にしか与えられない。アクセプタンス及びシードはトーナメント前週の

ＩＴＦ車いすテニスダブルスランキングに基づき、ペアの合計ランキングの高い順に与え

られる。ＩＴＦ３イベントでは、メインとセカンドを合併することができる。但し、ラン

キングポイントはセットドローサイズにしか与えられなく、５チーム以上が参加しなくて

はポイント対象とならない。 
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 ｃ）メインドロー：女子及びクァード 

    女子及びクァード選手（「ａ」及び「ｂ」で挙げた選手を除く）は、拡張したメインドローで 

試合をするものとする。 

 

 ｄ）カテゴリー別ドローサイズ 

    ドローサイズはカテゴリー毎に異なり、下表のとおり定められている。 

 

  ⅰ 男子シングルス：メイン＆セカンドドロー 

男子シングルス 

 メインドロー セカンドドロー 

 アメリカ ヨーロッパ・

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

アメリカ ヨーロッパ・ 

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

ＳＳ ３２ ３２ ２４※／３２ １６ １６ ―※／１６ 

ＩＴＦ１ ３２ ３２ ２４ １６ １６ １６ 

ＩＴＦ２ １６ ２４ １６ ８ １６ １６ 

ＩＴＦ３ １２ １６ １６ ８ １６ １６ 

Ｆｕｔ １６ １６ １６ ― ― ― 

  ★「※」印のドローサイズはオーストラリアオープン車いすチャンピオンシップのみ適用となる。 

 

注意 

１ 上記で指定されるドローサイズはセットされたドローサイズである。メインドローシング

ルスのドローサイズは増やすことはできない。 

 

   ２ セカンドドローのサイズは増やすことができる。ランキングポイントが与えられるのは規

定セットドローサイズまでで、選手が５人以上いることが条件となる。 

 

   ３ セカンドドローで５人以下の際、メインドローの資格を与えるプレ・ラウンドが行われる

べきである。メインドローのランキングが最も低い選手とセカンドドローの選手がプレ・

ラウンドで対戦すべきである。プレ・ラウンドの敗者は１ポイントが与えられ、メインド

ローコンソレーションに参戦するオプションを得る。 

 

   ４ ＩＴＦフューチャーズイベント：ＩＴＦはメインドローのサイズのみを決定する。大きい

ドローサイズは認められるが、ランキングポイントが与えられるのは規定セットドローサ

イズまでである。 
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  ⅱ 男子ダブルス：メイン＆セカンドドロー 

男子ダブルス 

 メインドロー セカンドドロー 

 アメリカ ヨーロッパ・

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

アメリカ ヨーロッパ・ 

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

ＳＳ １６ １６ １２※／１６ ８ ８ ―※／８ 

ＩＴＦ１ １２ １６ １２ ８ ８ ８ 

ＩＴＦ２ ８ １２ ８ ４ ８ ８ 

ＩＴＦ３ ６ ８ ８ ４ ８ ８ 

Ｆｕｔ ８ ８ ８ ― ― ― 

  ★「※」印のドローサイズはオーストラリア車いすチャンピオンシップのみに適用される。 

 

  注意 

   １ スーパーシリーズ、ＩＴＦ１・２イベントで、メインドローダブルスサイズは増やすこと

はできない。 

 

   ２ スーパーシリーズからＩＴＦ３イベントにおいて、最低５つのダブルスチームがあること

がランキングポイントを割り当てる最低条件となる。 

 

   ３ シングルスメインドローサイズが８のＩＴＦフューチャーズイベントにおいて、ランキン

グポイントが与えられるには最低４チーム必要である。遅い取消が影響しても、最低チー

ム数が４チーム必要で、ランキングポイントは３つのドローに与えられる。 

 

   ４ ＩＴＦ３イベントにおいて、ランキング対象となる必要最低チーム数（５）を確保する為

に、メインドローとセカンドドローを合併してダブルスドローを作成することができる。

但し、ランキングポイントはセットドローサイズにしか与えられない。 

 

   ５ ＩＴＦフューチャーズイベント：ＩＴＦフューチャーズイベント：ＩＴＦはメインドロー

のサイズのみを決定する。大きいドローサイズは認められるが、ランキングポイントが与

えられるのは規定セットドローサイズまでである。 

 

  ⅲ 女子シングルス及びダブルス 

ドローサイズは下記に記載されており、全てのスーパーシリーズ及びＩＴＦ１イベントは

メインドローとセカンドドローを分離しなければならない（オーストラリアンオープン車い

すチャンピオンシップを除く）。 

下記に記載のイベントを除き、シングルス又はダブルスのセカンドドローは無い。全ての

女子選手はひとつの拡張されたメインドローで試合をすることとする。 

 

     全てのＩＴＦ２・３・フューチャーズシリーズには女子選手のシングルス又はダブルスの



Wheelchair Tennis Handbook 2008 

 

- 31 - 

セカンドドローは無い。全ての女子選手はひとつの拡張されたメインドローで試合をするこ

ととする。 

ランキングポイントはドロー数が４，８，１２，１６，２４，３２のものに対して与えら

れ、フューチャーズにはシングルスの準々決勝及びダブルスの準決勝に与えられる。 

スーパーシリーズからＩＴＦフューチャーズイベントにおいて、最低５人の選手があるこ

とがランキングポイントを割り当てる最低条件となる。 

スーパーシリーズからＩＴＦフューチャーズイベントにおいて、最低５チームのダブルス

ペアがあることがランキングポイントを割り当てる最低条件となる。 

全てのＩＴＦフューチャーズイベントにおいて、最低３チームのダブルスペアがあること

がランキングポイントを割り当てる最低条件となる。 

 

 

 ★「※」印のドローサイズはオーストラリア車いすチャンピオンシップのみに適用される。 

注意 

１ 上記で指定されるドローサイズはセットされたドローサイズである。メインドローシングル

スのドローサイズは増やすことはできない。 

 

２ セカンドドローのサイズは増やすことができる。ランキングポイントが与えられるのは規定

セットドローサイズまでで、選手が５人以上いることが条件となる。 

 

３ セカンドドローで５人以下の際、メインドローの資格を与えるプレ・ラウンドが行われるべ

きである。メインドローのランキングが最も低い選手とセカンドドローの選手がプレ・ラウ

ンドで対戦すべきである。プレ・ラウンドの敗者は１ポイントが与えられ、メインドローコ

ンソレーションに参戦するオプションを得る。 

 

 

 

 

 

 

女子シングルス 

 メインドロー セカンドドロー 

 アメリカ ヨーロッパ・

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

アメリカ ヨーロッパ・ 

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

ＳＳ ２４ ２４ １６※／２４ １６ １６ ―※／１６ 

ＩＴＦ１ ２４ ２４ １６ １６ １６ ８ 

ＩＴＦ２ ― ― ― ― ― ― 

ＩＴＦ３ ― ― ― ― ― ― 

Ｆｕｔ ― ― ― ― ― ― 
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女子ダブルス 

 メインドロー セカンドドロー 

 アメリカ ヨーロッパ・

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

アメリカ ヨーロッパ・ 

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

ＳＳ ２４ ２４ ８ ／２４ １６ １６ ― ／１６ 

ＩＴＦ１ １６ １６ １２ １６ １６ ８ 

ＩＴＦ２ ― ― ― ― ― ― 

ＩＴＦ３ ― ― ― ― ― ― 

Ｆｕｔ ― ― ― ― ― ― 

  ★「※」印のドローサイズはオーストラリア車いすチャンピオンシップのみに適用される。 

 

   全てのイベントにおいて、上記表のメインドローダブルスサイズは増やすことはできない。 

メインドロー・セカンドドローにおいて、最低５つのダブルスチームがあることがランキング

ポイントを割り当てる最低条件となる。 

セカンドドローのサイズは増やすことができる。ランキングポイントが与えられるのは規定セ

ットドローサイズまでで、ダブルスチームが５チーム以上いることが条件となる。 

 

  ⅳ クァードシングルス及びダブルス 

下記に記載のイベントを除き、シングルス又はダブルスのセカンドドローは無い。全ての

クアッド選手はひとつの拡張されたメインドローで試合をすることとする。 

ドローサイズは下記に記載されており、全てのクァード選手はメインドローとセカンドド

ローを分離しなければならない 

全てのＩＴＦ２・３・フューチャーズシリーズにはクァード選手のシングルス又はダブル

スのセカンドドローは無い。全ての女子選手はひとつの拡張されたメインドローで試合をす

ることとする。 

ランキングポイントはドロー数が４，８，１２，１６，２４，３２のものに対して与えら

れ、フューチャーズにはシングルスの準々決勝及びダブルスの準決勝に与えられる。 

スーパーシリーズからＩＴＦフューチャーズイベントにおいて、最低５人の選手があるこ

がランキングポイントを割り当てる最低条件となる。 

スーパーシリーズからＩＴＦ３イベントにおいて、最低５チームのダブルスペアがあるこ

とがランキングポイントを割り当てる最低条件となる。 

全てのＩＴＦフューチャーズイベントにおいて、最低３チームのダブルスペアがあること

がランキングポイントを割り当てる最低条件となる。 

 

 

 

 

 

 

※ ※
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クァードシングルス 

 メインドロー セカンドドロー 

 アメリカ ヨーロッパ・

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

アメリカ ヨーロッパ・ 

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

ＳＳ ２４ ２４ ８ ／２４ １６ １６ ― ／１６ 

ＩＴＦ１ １６ １６ １２ １６ １６ ８ 

ＩＴＦ２ ― ― ― ― ― ― 

ＩＴＦ３ ― ― ― ― ― ― 

Ｆｕｔ ― ― ― ― ― ― 

★ 「※」印のドローサイズはオーストラリア車いすチャンピオンシップのみに適用される。 

 

注意 

 １ 上記で指定されるドローサイズはセットされたドローサイズである。メインドローシング

ルスのドローサイズは増やすことはできない。 

 

   ２ セカンドドローのサイズは増やすことができる。ランキングポイントが与えられるのは規

定セットドローサイズまでで、選手が５人以上いることが条件となる。 

 

   ３ セカンドドローで５人以下の際、メインドローの資格を与えるプレ・ラウンドが行われる

べきである。メインドローのランキングが最も低い選手とセカンドドローの選手がプレ・

ラウンドで対戦すべきである。プレ・ラウンドの敗者は１ポイントが与えられ、メインド

ローコンソレーションに参戦するオプションを得る。 

 

クァードダブルス 

 メインドロー セカンドドロー 

 アメリカ ヨーロッパ・

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

アメリカ ヨーロッパ・ 

アフリカ 

アジア・ 

オセアニア

ＳＳ １２ １２ ４ ／１２ ８ ８ ― ／８ 

ＩＴＦ１ ８ ８ ６ ４ ８ ８ 

ＩＴＦ２ ― ― ― ― ― ― 

ＩＴＦ３ ― ― ― ― ― ― 

Ｆｕｔ ― ― ― ― ― ― 

★ 「※」印のドローサイズはオーストラリア車いすチャンピオンシップのみに適用される。 

 

   全てのイベントにおいて、上記表のメインドローダブルスサイズは増やすことはできない。 

メインドロー・セカンドドローにおいて、最低５つのダブルスチームがあることがランキング

ポイントを割り当てる最低条件となる。 

セカンドドローのサイズは増やすことができる。ランキングポイントが与えられるのは規定セ

ットドローサイズまでで、ダブルスチームが５チーム以上いることが条件となる。 

※ ※

※ ※
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 ｅ）女子及びクァードドロー 

女子及びクァードドローがＩＴＦウェブサイトやＩＴＦトーナメントガイドに載せられてい

ないのは、上記イベントがドローを提供しないと仮定されているからである。それにもかかわ

らず、沢山の女子及びクァード選手がイベントに参加し、男子より低いランキングポイントを

与えられている。（分類が他の３つのカテゴリーと同じフューチャーズイベントを除く） 

 

 ｆ）マスターズシリーズイベント 

   マスターズイベントのドローサイズはイベントごとにＩＴＦによって定められる。 

 

 ｇ）他のドロー（シングルス） 

    その他のドローについては、トーナメント主催者の裁量で運営することができる。 

 

 ｈ）コンソレーション 

シングルス１回戦敗退者の為にコンソレーションが行われることが望ましい。シード選手が

２回戦で敗退した場合で、１回戦で“ｂｙｅ”を受けたものは、コンソレーションドローに参

加することは許されない。ランキングポイントを受ける為に十分な数の選手がいることを確か

めるのはトーナメントと選手の責任である。コンソレーションに参加を希望している選手はト

ーナメントにサイン・インしなくてはならない。選手はコンソレーションに参加する義務は負

わない。ポイントはＩＴＦ１～３の男子・女子・クァードの優勝者・準優勝者に与えられる。

スーパーシリーズでは男子のセミファイナリスト、女子とクァードのコンソレーションドロー

にランキングポイントが与えられる４人以上の選手が参加しなければコンソレーションポイ

ントは与えられない。コンソレーションではボーナスポイントは与えられない。車いすテニス

の行動規範はすべてのコンソレーションドローマッチに適用される。 

 

 ｉ）ＩＴＦフューチャーズ 

ＩＴＦはメインドローのみドローサイズを決定する。ＩＴＦはシングルス・ダブルス共に大

きいドローサイズは認めるが、ポイントはＩＴＦと同じドローのみに与えられる。ポイントは

男子メインドローシングルスの優勝者・準優勝者・ベスト４・ベスト８・ベスト１６と女子及

びクァードメインドローシングルスの優勝者・準優勝者・ベスト４・ベスト８に与えられる。

ダブルスドローでは、ポイントは男子メインドロー優勝者・準優勝者・ベスト４・ベスト８に、

女子及びクァードメインドローでは優勝者・準優勝者・準優勝者に与えられる。 

 

ｊ）資格を与える為のプレ・ラウンド 

セカンドドローで５人以下の際、メインドローの資格を与えるプレ・ラウンドが行われるべ

きである。メインドローのランキングが最も低い選手とセカンドドローの選手がプレ・ラウン

ドで対戦すべきである。プレ・ラウンドの敗者は１ポイントが与えられ、メインドローコンソ

レーションに参戦するオプションを得る。 

資格を与えるプレ・ラウンドの実施方法については、セクション３８「ドローの作成」を参

照。 
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 ｋ）遅い取消 

セットドローサイズが８のシングルスにおいて、遅い取消がダブルスとコンソレーションの

最低必要選手数（４）に影響を及ぼすとき、ランキングポイントは３のドローに与えられる。 

遅い取消がシングルスの最低必要選手数（５）に影響を及ぼすとき、ランキングポイントは

４のドローに与えられる。 

 

35．シード 

   トーナメントでは、下記に定められたシード付のドローを採用する。 

 

  ａ）シーディングリスト 

     シーディングはドローが発表されるまでは公式ではない。メインドロー及びセカンドドロ

ーのシードは、レフェリーが最新のＩＴＦ車いすテニスランキングに基づき決定する。その

他のクラスのドローのシードについては、レフェリーの裁量とする。 

 

  ｂ）シード数 

 

     選手数／ダブルスチーム数       最大シード数 

        ５－８                ２ 

        ９－１６               ４ 

       １７－３２               ８ 

       ３３－６４              １６ 

 

  ｃ）シングルス 

    ２人以上の選手のランキングが同じ場合にはくじ引きで決定する。 

 

  ｄ）ダブルス 

     ダブルスのシードは２人のダブルスランキング順位を合算し、合計ランキングの高い順に

シードを与える。２チームの合計ランキングが同じであった場合、ダブルスランキングが高

い選手がいるチームからシードを与える。 

 

36．ワイルドカード（シングルス及びダブルス） 

どの選手にワイルドカードを与えるかについては、トーナメントディレクター又はトーナメン

ト委員会が絶対的な裁量権を持つ。ワイルドカードの数はドローサイズによって異なる。ドロー

サイズが拡張された場合、ワイルドカードはドローテーブルに公告されているオリジナルセット

ドローサイズに合わせて割り当てられる。 

 

  トップ選手に関する制限のルールに関わる選手について： 

   エントリー締め切り後に制限を受けるランキング外に変更すると述べた選手は、ワイルドカー

ドが与えられる。 
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      セットドローサイズ          ワイルドカード数 

        ３２                  ４ 

        ２４                  ４ 

        １６                  ２ 

        １２                  １ 

         ８                  １ 

 

   トーナメントで問題が発生した場合、このガイダンスに従うかＩＴＦにアドバイスを仰ぐべき

である。 

 

37．フィードアップカード 

セカンドドローの優勝者にはフィードアップカードが与えられる。選手はフィードアップカー

ドを使うことで、フィードアップカードを獲得したトーナメントより下・同格・ひとつ上のグレ

ードのトーナメントのメインドローに出場できる。ドローサイズが拡張された場合、フィードア

ップカードはＰ３４～３８にあるドローテーブルに公告されているオリジナルセットドローサ

イズに合わせて割り当てられる。 

 

   ＩＴＦ３セカンドドロー優勝者       フューチャーズ・ＩＴＦ３・ＩＴＦ２ 

   ＩＴＦ２セカンドドロー優勝者       フューチャーズ・ＩＴＦ３・ＩＴＦ２ 

・ＩＴＦ１ 

   ＩＴＦ１セカンドドロー優勝者       フューチャーズ・ＩＴＦ３・ＩＴＦ２ 

                        ・ＩＴＦ１・スーパーシリーズ 

   スーパーシリーズセカンドドロー優勝者   フューチャーズ・ＩＴＦ３・ＩＴＦ２ 

                        ・ＩＴＦ１・スーパーシリーズ 

 

ひとつのトーナメントに２人以上のフィードアップカードがエントリーした場合は、エントリ

ー締め切り時点で最もランキングの高い選手を受け入れなければならない。フィードアップカー

ドは６ヶ月以内に使用しなくてはならない。 

 

フィードアップカードはエントリー終了までに割り当てられなければならないが、ワイルドカ

ードは後のステージに割り当てることができる。 

フィードアップカードについてのリクエストが無い場合、ランキングリストの次の選手に用い

られる。 

フィードアップカードはセットドローサイズに応じて割り当てられる。ドローサイズが拡張さ

れた場合、フィードアップカードはＰ２２～２５にあるドローテーブルに公告されているオリジ

ナルセットドローサイズに合わせて割り当てられる。 

   フィードアップカードはマスターズシリーズの参加には使うことができない。 
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セットドローサイズ       フィードアップカード数 

  ３２                 １ 

  ２４                 １ 

  １６                 １ 

  １２                 １ 

   ８                 １ 

 

38．ドローの作成 

   メインドロー及びセカンドドローのドローは、資格のあるレフェリーによってトーナメントが

開催される前週の金曜日に入手可能な最新のＩＴＦ車いすランキングに基づき作成される。これ

らのドローは試合が開始される前日に公開で、またトーナメントに出場する選手がひとり以上出

席する中で作成しなくてはならない。全てのエントリーが分かると、コンソレーションドローは

メイン・セカンドドローを作成した手順と同じ手順で作成しなくてはならない。その他のクラス

のドローに関しては、トーナメントディレクターの権限で作成できる。 

 

レフェリーはＢ・Ｃ・Ｄクラスで同じ国の外国人選手が１回戦で対戦するようになっているド

ローを改正することができる。同じ国同士の対戦となってしまった場合には、２人目に引いた選

手をキャンセルし別の国の選手と対戦させるようにくじ引きをやり直す。ドローは下記手順で作

成する。 

 

  メイン・セカンド・コンソレーションドローは下記手順で作成する。 

   ⅰ 第１シードを１行目に置き、第２シードは８行目（８ドロー）、１６行目（１６ドロー）、

３２行目（３２ドロー）に置く。 

 

   ⅱ ドローサイズに応じてシードの位置（ドローの何行目）は以下のように変わる。第１シー

ドはドローサイズに関わらず第１行目に、第２シードも同様に最終行に入る。第３シード

以下はくじ引きで決め、はじめに引いたほうを最初に示された行に、後で引いたほうを次

の行に入れる。 
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    シード      １６ドロー      ３２ドロー      ６４ドロー 

    ３及び４      ５          ９          １７ 

             １２         ２４          ４８ 

 

    ５・６・７                ８          １６ 

    及び８                 １６          ３２ 

                        １７          ３３ 

                        ２５          ４９ 

 

    ９・１０・１１                          ９ 

    及び１２                            ２５ 

                                    ４０ 

                                    ５６ 

 

    １３・１４・１５                         ８ 

    及び１６                            ２４ 

                                    ４１ 

                                    ５７ 

 

   ⅲ バイ 

      シード内にバイが出てドロー内に配置するときには、ドローのセクション内に均等に配

置しなくてはならない。 

 

   ⅳ 資格を得る為のプレ・ラウンド 

セカンドドローで５人以下の際、メインドローの資格を与えるプレ・ラウンドが行われ

るべきである。メインドローのランキングが最も低い選手は対戦する選手とセカンドドロ

ーで対戦するものである。 

 

      メインドローは上記２１で示されているように作成されなければならないが、最もラン

クの低い選手（プレ・ラウンドでの試合が求められる）は予選に指定しなくてはならない。 

 

      プレ・ラウンドにおいて、選手はくじ引きをしなくてはならない。 

 

      プレ・ラウンドの結果、優勝者はメインドローの位置決めの為にくじ引きをしなくては

ならない。 

 

      プレ・ラウンドの敗者は１ポイント得て、メインドローコンソレーションへの参加のオ

プションを得る。 
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39．ドロー作成後の変更 

   

 ａ）シードの欠場 

ドローが作成された後にシードが出場を取り消した場合は、それがメインドロー初日のオー

ダーオブプレーが発表される前であれば、次にシード権のある選手が空いたシード位置に入る。

オーダーオブプレーが発表された後であればセカンドドローの適切な出場者によって空いた

シードを埋めることもできる。 

 

 ｂ）ドローの間違い 

ドローは、このハンドブックの規則に従って正しく作成されるように細心の注意を払わなけ

ればならない。しかし、間違いが起こった場合はレフェリーが以下の原則に基づいて最終的な

判断を下す。 

注意：いったん試合が開始されればドローの変更はできない。 

 

 ｃ）シーティングの誤り 

出場者が間違ってシードされたことが判明された場合、それを訂正することで影響を受ける

選手が１人だけであれば、その２人のシード位置を交換するだけでよい。この場合は、ドロー

のやり直しは必要ない。 

  シーティングに誤りがあり、それを修正することによって２人またはそれ以上の出場者が影

響を受ける場合はドローをやり直さなければならない。 

 

 ｄ）出場者の包含／除外 

トーナメントにエントリーしたはずの出場者がドローに入っていない場合、その出場者が主

催者の発行したエントリー受付確認票を提示できなければドローのやり直しは必要ない。 

主催者側のミスにより、誤って出場者がドローに入っていたり、あるいは、入っていなかっ

た場合は次の方法でドローを訂正する。 

バイがあれば、「ドローの作成」というセクション 38に応じて出場者は最後のバイの位置に

入れる。 

ドローが 8・16・32 の完全なドロー数ならばドローを作り直さなければならない。 

出場者が誤ってドローに入ってしまった場合は、ドローから抹消する。 

  

40．賞金 

賞金は、スーパーシリーズとＩＴＦ１に関してのメインドローでの男性、女性、クァードの割

合に基づく。 

ＩＴＦ２、ＩＴＦ３と Future シリーズに関しての割合は、以下のテーブルの数字に基づく。 

セカンドドローに関しての賞金は全くありません。 

トーナメントが悪い気象条件で完全にできない場合、賞金とランキングポイントは競技に残っ

ている出場者間で合計して均一に割る。 

 

 



Wheelchair Tennis Handbook 2008 

 

- 40 - 

ⅰ 男子シングルス／ダブルス 

以下のテーブルで挙げたドロー数は賞金分配目的のためだけのものである。 

以下のテーブルで予想された数より少ない出場者の場合、賞金割合は男性出場者の実数に基

づく。 

 

MEN SINGLES 

 MAIN DRAW 

 Americas Europe 

Africa 

Asia 

Oceania 

SS 32 32 24/*32 

ITF1 24 32 24 

ITF2 16 24 16 

ITF3 12 16 16 

Fut. 8 8 8 

 

MEN DOUBLES 

 MAIN DRAW 

 Americas Europe 

Africa 

Asia 

Oceania 

SS 16 16 12/*16 

ITF1 12 16 12 

ITF2 8 12 8 

ITF3 6 8 8 

Fut. 4 4 4 

＊ ドロー数は全豪オープン車いすチャンピョンショップだけに適用されます。 

 

ⅱ 女子シングルス／ダブルス 

ドロー数は以下のテーブルで挙げた分配目的のみの賞金である。 

出場者より多くの女子がいる場合、賞金は指定したドロー数からのみ与えることができる。 

以下のテーブルで予想された数より少ない出場者の場合、賞金の割合は女性出場者の実数に

基づく。 
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WOMEN SINGLES 

 MAIN DRAW 

 Americas Europe 

Africa 

Asia 

Oceania 

SS 24 24 16/*24 

ITF1 24 24 16 

ITF2 8 8 8 

ITF3 8 8 8 

Fut. 4 4 4 

 

WOMEN DOUBLES 

 MAIN DRAW 

 Americas Europe 

Africa 

Asia 

Oceania 

SS 12 12 8/*12 

ITF1 12 12 8 

ITF2 4 4 4 

ITF3 4 4 4 

Fut. 2 2 2 

＊ ドロー数は全豪オープン車いすチャンピョンシップだけに適用されます。 

 

ⅲ クァードシングル／ダブルス 

ドロー数は以下のテーブルで挙げた分配目的のみの賞金である。 

出場者おおくのクァードがいる場合、賞金は指定したドロー数からのみ与えることができる。 

以下のテーブルで予測された数より少ない出場者の場合、賞金の割合はクァード出場者の実

数に基づく。 

 

QUAD SINGLES 

 MAIN DRAW 

 Americas Europe 

Africa 

Asia 

Oceania 

SS 24 24 8/*24 

ITF1 16 16 12 

ITF2 8 8 8 

ITF3 8 8 8 

Fut. 4 4 4 

 

 

 



Wheelchair Tennis Handbook 2008 

 

- 42 - 

QUAD DOUBLES 

 MAIN DRAW 

 Americas Europe 

Africa 

Asia 

Oceania 

SS 12 12 4/*12 

ITF1 8 8 6 

ITF2 4 4 4 

ITF3 4 4 4 

Fut. 2 2 2 

 ＊ドロー数は全豪オープン車いすチャンピョンシップだけに適用されます。 

 

ａ）賞金条件 

以下の 2007 年に関しての最小賞金レベルが必要とされる。 

 

Super Series US$ 24,000 

ITF1 Series US$ 17,000 

ITF2 Series US$ 12,000 

ITF3 Series US$ 8,000 

ITF Futures US$ 1,600 

Masters Series Each event to be confirmed by ITF 

 

ｂ）賞金明細のための割合 

     Version１． 

      賞金の 100％をシングルスに割り当てるなら。 

 

Set Draw Percentage of total prize money given to each round（％） 

Sizes WR RU SF QF 1/16 1/32 1/64 

4 45 25 15 - - - - 

8 30 14 12 8 - - - 

12 28 12 10 6 4 - - 

16 26 12 9 5 3 - - 

24 22 10 6 4 3 2 - 

32 18 8 5 3 2.5 2 - 

48 14 6 4 3 2.5 1.5 1 
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     Version２． 

      賞金をシングルスに 80％ダブルスに 20％で割り当てるなら。 

 

シングルス 

Set Draw Percentage of total prize money given to each round（％） 

Sizes WR RU SF QF 1/16 1/32 1/64 

4 36 18 13 - - - - 

8 24 12 9 6.5 - - - 

12 22 12 8 5 2.5 - - 

16 20 10 7 4 2.5 - - 

24 18 10 6 3.5 2 1.25 - 

32 16 8 5 3 1.75 1.25 - 

48 14 8 4 3 1.5 1 0.625 

 

ダブルス 

Set Draw Percentage of total prize money given to each TEAM（％） 

Sizes WR RU SF QF 1/16 1/32 

4 9 4 3.5 - - - 

6 8 4 2.5 1.5 - - 

8 7 3 2.5 1.25 - - 

12 6 3 2 1 0.75 - 

16 5 2 1.5 1 0.75 - 

24 4 2 1.5 1 0.5 0.375

 

注：１ドローの時の状況はドローは保持されないので、総メインドローの賞金を分配

しなければならないということ。 

 

41．ＩＴＦ車いすテニスランキングシステム    

 ＩＴＦが開発したランキングシステムはメインドローのシングルス、ダブルス（男子、女子、

クァード）、メインドローのシングルスコンソレーション（男子、女子、クァード）およびセカ

ンドドローのシングルス、ダブルス（男子、クァード）に適用される。  

   NEC 車いすテニスランキングは出場した大会の中で最も成績が良かった大会は男子は９大会、

女子は７大会、クァードは６大会のポイント合計で決まり、いずれも 52週間で集計する。 

   全ての出場者が２大会以上に出場しなければランキングプレーヤーとはならない。 

   NEC 車いすテニスランキングでポイント対象トーナメントは以下の通りである。 

 

  ＳＳとＩＴＦ1～ＩＴＦ3トーナメント 

・男子のメインドロー、セカンドドロー、シングルスおよびダブルス 

・クァードと女子メイン、セカンドドロー（適切であるところ）シングルスおよびダブルス 

・男子、女子、クァードのメインドローのシングルスにおいては、スーパーシリーズでの準決
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勝において、敗者復活での勝者、２位の者。 

 

マスターシリーズトーナメント 

・男子、女子、クァードのメインドローのシングルスまたはダブルス。ＩＴＦによってそれぞ

れ確認される各トーナメント。 

 

フューチャーシリーズトーナメント 

・男子メインドローシングルスの勝者、２位、セミファイナル、クォーターファイナル、ベス

トラウンド。男子メインドローダブルスの勝者、２位、セミファイナル、クォーターファイ

ナルラウンド。 

・女子メインドローシングルスの勝者、２位、セミファイナル、クォーターファイナルラウン

ド。女子メインドローダブルスの勝者、２位、セミファイナル、クォーターファイナルラウ

ンド。 

・クァードメインドローの勝者、２位、セミファイナル、クォーターファイナルラウンド。ク

ァードメインドローダブルスの勝者、２位、セミファイナルラウンド。 

 

ポイント配分 

・進んだラウンドまでのポイントが得られる。 

・プレラウンドで敗退した場合は１ポイント与えられる。 

・１回戦がバイで、２回戦で敗退した場合、２ポイントが得られる。 

・１回戦が不戦勝、２回戦で敗退した場合は、２回戦のポイントが得られる。 

・１回戦で「試合放棄」扱いになった場合は、その種目でのポイントや賞金は得られない。 

・不戦勝で勝ち上がった出場者にはボーナスポイントは与えられない。 

・ダブルスに関して別々のポイントテーブルはありません。同一のランキングポイントの場合、

シングルスドローのように割りあてる。 

 

ランキングポイントがタイの場合 

 ２人以上のプレーヤーのランキングポイントが同じ場合は、以下の方法で順位をつける。 

１． 参加トーナメント数、例えば参加トーナメント数が少ないプレーヤーが上になる。 

２． ２人以上のプレーヤーがまだ同じなら、ＳＳでポイントを獲得し、そしてＩＴＦ１でよ

り高い承認を受けた場合、プレーヤーはトーナメントの分類に基づいて格付けされる。 

 

  ボーナスポイント 

ランキング上位選手に勝利するとボーナスポイントが得られる。ボーナスポイントは NEC 車

いすテニスツアーランキングを含めあらゆるトーナメントのために毎週計算されている。男子、

女子、クァードのボーナスポイントシステムは以下の通りである。 
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Ranking  Bonus points received: 

Singles Doubles  SS ITF1 ITF2/3/Futures 

1 2-3  75 50 25 

2-5 4-10  51 34 17 

6-10 11-20  24 16 8 

11-20 21-40  9 6 3 

21-30 41-60  6 4 2 

31-50 61-100  3 2 1 

 

注）ダブルスに関してのボーナスポイントは、チームの合計ランキングに基づく。 

  

ＩＴＦマスターシリーズで与えられたボーナスポイントはＩＴＦ２/３とフューチャーズ

に関してのボーナスポイントと同じくらいである。NEC シングルスマスターと Camozzi ダ

ブルスマスターでのボーナスポイントはＩＴＦ１に与えられたものと同じくらいである。 

 

ランキングポイント 

 

 Ａ．メインドロー（シングルス&ダブルス） 

 

 男子 

グレード ドロー WR RU SF QF 12/16 24/32 64/QR 

SS 32 650 456 292 162 90* 2 1 

 24 485 340 218 121 67* 2 1 

MS 8 395 270 158** 61    

ITF1 64 435 304 194 107 75 40 2 

 32 335 235 151 84 47* 2 1 

 24 325 228 146 81 45* 2 1 

ITF2 24 220 154 99 55 29* 2 1 

 16 195 137 88 49* 2  1 

 12 170 119 77 43* 2  1 

ITF3 16 120 85 55 30* 2  1 

 12 95 67 43 24* 2  1 

 8 70 49 31* 2   1 

Futures 16 55 42 29 20* 2  1 

 12 50 40 24 18* 2  1 

 8 45 32 20* 2   1 

 4 40 28* 2    1 
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 女子 

グレード ドロー WR RU SF QF 12/16 24/32 64/QR 

SS 32 650 456 292 162 90* 2 1 

 24 485 340 218 121 67* 2 1 

 16 460 322 206 114* 2  1 

 12 435 304 194 107* 2  1 

MS 8 395 270 158** 61    

ITF1 32 335 235 151 84 47* 2 1 

 24 325 228 146 81 45* 2 1 

 16 315 221 141 78* 2  1 

 12 305 214 136 75* 2  1 

 8 295 207 131* 2   1 

ITF2 32 245 172 110 61 32* 2 1 

 24 220 154 99 55 29* 2 1 

 16 195 137 88 49* 2  1 

 12 170 119 77 43* 2  1 

 8 145 102 66* 2    

ITF3 24 145 102 66 36 18* 2  

 16 120 85 55 30* 2   

 12 95 67 43 24* 2   

 8 70 49 31* 2    

Futures 8 45 32 20* 2    

 4 40 28* 2     
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クァード 

グレード ドロー WR RU SF QF 12/16 24/32 64/QR 

SS 24 650 456 292 162 90* 2 1 

 16 485 340 218 121* 2  1 

 12 460 322 206 114* 2  1 

 8 435 304 194* 2   1 

MS 4 395 270*** 90     

ITF1 24 325 228 146 81 45* 2 1 

 16 315 221 141 78* 2  1 

 12 305 214 136 75* 2  1 

 8 295 207 131* 2   1 

ITF2 24 220 154 99 55 29* 2 1 

 16 195 137 88 49* 2  1 

 12 170 119 77 43* 2  1 

 8 145 102 66* 2   1 

ITF3 16 120 85 55 36* 2  1 

 12 95 67 43 30* 2  1 

 8 70 49 31* 2   1 

Futures 8 45 32 20* 2   1 

 4 40 28* 2    1 

 

*   ダブルスにおいて適切でないポイントは言及されたポイントの代わりに 2ポイントをその

ラウンドに割りあてます。 

**  ダブルスにおいて適切でないポイントは言及されたポイントの代わりに 61 ポイントをそ

のラウンドに割りあてます。 

*** ダブルスにおいて適切でないポイントは言及されたポイントの代わりに 90 ポイントをそ

のラウンドに割りあてます。 
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   Ｂ．コンソレーション メインドロー（シングルス） 

 

 男子 

グレード ドロー WR RU SF 

SS 16 72 36 18 

 12 63 32 16 

 8 54 27 14 

ITF1 16 45 23  

 12 36 18  

 8 34 17  

 6 32 16  

 4 30 15  

ITF2 12 20 10  

 8 19 10  

 6 18 9  

 4 17 9  

ITF3 8 15 8  

 6 14 7  

 4 13 7  

  

女子 

グレード ドロー WR RU SF 

SS 16 72 36 18 

 12 63 32 16 

 8 54 27 14 

 6 45 23 12 

ITF1 16 36 18  

 12 34 17  

 8 32 16  

 6 30 15  

 4 28 14  

ITF2 16 20 10  

 12 19 10  

 8 18 9  

 6 17 9  

 4 16 8  

ITF3 12 15 8  

 8 14 7  

 6 13 7  

 4 12 6  
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クァード 

グレード ドロー WR RU SF 

SS 12 72 36 18 

 8 63 32 16 

 6 54 27 14 

 4 45 23 12 

ITF1 12 36 18  

 8 34 17  

 6 32 16  

 4 30 15  

ITF2 12 20 10  

 8 19 10  

 6 18 9  

 4 17 9  

ITF3 8 15 8  

 6 14 7  

 4 13 7  

 

Ｃ．セカンドドロー（シングルス&ダブルス） 

 

 男子 

グレード ドロー WR RU SF QF 12/16 

SS 16 100 50 25 13* 2 

ITF1 16 50 25 13 7* 2 

ITF2 16 40 20 10 5* 2 

 12 36 18 9 5* 2 

 8 32 16 8* 2  

ITF3 16 28 14 7 4* 2 

 8 24 12 6* 2  

 

 女子 

グレード ドロー WR RU SF QF 12/16 

SS 16 100 50 25 13* 2 

 8 75 43 21* 2  

ITF1 16 50 25 13 7* 2 

 8 45 22 11* 2  
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クァード 

グレード ドロー WR RU SF QF 12/16 

SS 16 100 50 25 13* 2 

 8 75 43 21* 2  

ITF1 16 50 25 13 7* 2 

 8 45 22 11* 2  

*   ダブルスにおいて適切でないポイントは言及されたポイントの代わりに 2ポイントをその

ラウンドに割りあてます。 

 

 シングルス&ダブルスマスターズ 

 

 男子 

イベント ドロー WR RU 3RD 4TH 5TH 6TH 7TH 8TH 

Singles Masters 8 435 304 194 154 141 120 81 45 

Doubles Masters 8 435 304 194 154 141 120 81 45 

 

 女子 

イベント ドロー WR RU 3RD 4TH 5TH 6TH 7TH 8TH 

Singles Masters 8 435 304 194 154 141 120 81 45 

Doubles Masters 4 295 207 131 72     

 

クァード 

イベント ドロー WR RU 3RD 4TH 

Singles Masters 4 340 218 121 66 

Doubles Masters 4 340 218 121 66 
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XI．車いすテニスマスターズ（シングルス＆ダブルス） 

 

42．競技会 

 

 ａ）名称 

この競技会を「車いすテニスマスターズ」と称する。 

 

 ｂ）所有権 

この競技会は国際テニス連盟（以下ＩＴＦ）が所有し、管理・監督する。 

 

 ｃ）競技会 

シングルスの出場権は、ＩＴＦ車いすテニスシングルスランキングにおいて、男子、女子が

上位８名ずつ、クァードが上位４名に与えられる。ダブルスでは、ＩＴＦ車いすテニスダブル

スランキングに基づき、男子が上位８チーム、女子が上位４チーム、クァード上位４チームに

出場資格が与えられる。何月何日付けのランキングを採用するかは、ＩＴＦ車いすテニス委員

会が決定する。 

 

 ｄ）競技方法 

競技会はリーグ戦で行われる。男子、女子のシングルスと男子ダブルスには、出場者４名、

あるいは４チームずつ、２グループに分かれ８シードがそれぞれにつけられる。リーグアップ

した 4名、または４チームは準決勝に進出できる。準決勝の勝者は決勝で競い、そして敗者は

３位と４位の順位を決めるために再試合をする。チーム／出場者は３位が決定したら、５位と

６位の順位を再試合で決め、チーム／出場者の４位が決定したら７位と８位の順位を再試合で

決める。 

 

女子ダブルスとクァードのシングルス、ダブルスは出場者４名あるいは４チームずつ１グル

ープで行う。１位と２位のプレーヤー／チームが決定したら３位と４位の順位を再試合で決め

る。 

 

シードは最新の利用可能なＩＴＦ車いすテニスランキングによって決定する。全試合ベスト

オブ３セット行う。 

 

 ｅ）ダイレクトアクセプタンス 

ダイレクトアクセプタンスとしての資格は、ＩＴＦ車いすテニスランキング男子、女子のシ

ングルス、男子ダブルスの上位８名、女子ダブルスの上位４名、クァードシングルス、ダブル

スの上位４名に与えられる。全てのダイレクトアクセプタンスはドロー会議の記者発表に出席

できる時間までに会場に到着し、また、リーグ戦、あるいは決勝トーナメントが終了するまで

会場にいなくてはならない。 
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 ｆ）競技規則 

競技会は、テニス規則に合致したうえで開催される。適用できるところはチャプターXII の

トーナメント諸規則を参照して下さい。 

 

  ｇ）公式行事の出席について 

出場者はすべての公式行事に参加しなければならない。これらの行事に参加しない場合は

「スポーツマンらしくない行為」としてみなされ、管理規約で対処される。 

 

43．競技方法 

 

 ａ）リーグ戦 

ⅰ．出場者を 3･4 名または 3･4 チームずつ２つのグループに分ける。第１シードは第１グループ

に入り、第２シードは第２グループに入る。第 3･4 シードはくじ引きの順で各グループに入

る。第 5･6 シードおよび第 7･8 シードも同様に分ける。クァードが出場者４名または４チー

ムの場合は１グループにする。 

 

ⅱ．各グループでリーグ戦を行い、それぞれ上位２名または２チームを決定する。出場者４名ま

たは４チームある場合は、上位２名または２チームが決勝で競う。 

 

ⅲ．タイになった場合は以下の方法で優先順位を決める。 

（ａ）リーグ戦において２名または２チームの勝敗率が同じ場合は、直接対決で決める。 

（ｂ）リーグ戦において３名または３チームの勝敗率が同じ場合は、失ったセット数が最も

少ない順に決める。 

（ｃ）さらにタイの場合は、失ったゲーム数が最も少ない順に決める。 

（ｄ）それでも２名または２チームがタイの場合は対戦成績で決める。 

（ｅ）それでも３名または３チームがタイの場合は、トーナメント委員会がくじ引きで決め 

る。 

（ｆ）上記の方法でタイを解決した場合 

反倫理行為による失格あるいはリタイアによる勝利は、ストレートセットで勝利とす 

る。しかし、ⅲを考慮する場合は、失格者あるいはリタイアした選手に対して獲得した

ゲーム数はカウントされない。リタイアした選手は、トーナメントドクターが競技での

プレーが可能であると認めれば次の試合に出場できる。 

 

ⅳ．倫理規程の適用によりリーグ戦で失格した選手はマスターズから失格する。（ただし、肉体

的疲労による反倫理行為、服装および用具の規程違反あるいはタイムバイオレーションで

試合が終了し、それ以外に違反行為がなかった場合はその限りではない。また、１回の違

反行為で失格になっても、それがポイントペナルティースケジュールを経て失格になって

いなければ、その限りでない。） 

 

ⅴ． リーグ戦の第１試合以降に欠場した選手は決勝トーナメントに出場する資格を失う。 
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ｂ）決勝トーナメント 

ⅰ．各グループの上位の出場者／チームは別々の準決勝に置かれる。格グループの２位は反対

側のグループの上位の出場者／チームの準決勝に置く。 

ⅱ．準決勝と決勝はトーナメント方式で行われる。 

ⅲ．３位決定戦は行わない。 

ⅳ．その他の順位の決定も行わない。 

 

44．競技規則 

32 条「競技規則」を参照。ただし 32条ｄ項は除く。 

 

45．罰則 

 

ａ）出場取り消し 

  ⅰ．出場が決定してからの出場取り消しには罰則が適用される。 

  ⅱ．出場取り消し行為は反倫理行為とみなされる。 

ⅲ．医学的理由で出場を取り消す場合は、取り消しを申し出た日から 14日以内に診断書を提出

しなければならない。 

ⅳ．２週間前の取り消しは、ＩＴＦ車いすテニス委員会によってその理由が正当なものである

と認められれば罰則の対象にならない。もっともな理由のない出場取り消しは、翌年の試

合に従って十分可能な保留を出場者／チームにかけるかもしれない。 

ⅴ．ドロー会議、記者発表が行われる以前に出場取り消しがあった場合は、ＩＴＦ車いすテニ

スランキングの次点選手、またはチームがダイレクトアクセプタンスになる。もし、これ

が適用されないなら、ＩＴＦは代理人において決定される。 

ⅵ．ドロー会議、記者発表にダイレクトアクセプタンスが間に合わない場合、ＩＴＦ車いすテ

ニスランキングの次点選手あるいはチームにダイレクトアクセプタンスが譲られる可能

性がある。 

 

ｂ）補欠 

ⅰ．エントリーしたがダイレクトアクセプタンスになれなかった選手、あるいはチームはラン

キングの高い順にオルタネートの優先権を得る。オルタネートはダイレクトアクセプタン

スが出場を取り消した場合、競技会への出場資格を得る。 

ⅱ．オルタネートがリーグアップした場合は決勝トーナメントに出場でき、資格があるならポ

イントと賞金を受け取る。 

ⅲ．オルタネートがリーグ戦の２回戦、３回戦で出場権を得た場合、そこで獲得した賞金・ポ

イントを得ることができる。オルタネートがリーグ戦の１回戦から出場した場合は、ダイ

レクトアクセプタンスとしての出場になる。 

 

 ｃ）倫理規定 

    反倫理行為にはセクション XII「倫理規定」が適用される。 
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ｄ）エントリー料未払いによる失格 

エントリー料を支払わなっかた場合、完納するまで翌年以降のマスターズに出場する権利を

失う。提訴が起こった場合はＩＴＦ理事会が最終調停を行う。 

 

 ｅ）規則の遵守不履行 

テニス規則、トーナメント緒規則を遵守しない選手、チームは直ちに失格するか遵守すると

いう確約がない限りは翌年以降のマスターズへの出場を拒否される。あるいは別途罰則が適用

されることもある。直接失格に結びつかない反論理行為に対しては、ＩＴＦ車いすテニス委員

会が罰金を課することもある。 

 

 ｆ）裁定の提訴 

規則の適用に関する判断、解釈はすべてＩＴＦ車いすテニス委員会が行う。これらに対する

不服申し立ての審議はＩＴＦ理事会に委託される。ＩＴＦ理事会での判断は最終的に提訴でき

ない。不服申し立ては、裁定の通達を受けてから１ヶ月以内に文書でＩＴＦに提出しなくては

ならない。理事会は最も適切な方法で問題に対処する。 

 

46．調停 

  コート上での仲裁 

試合中に生じた問題はテニス規則に基づいてレフェリーが仲裁する。倫理規定の適用に関し

ても、ＩＴＦに提訴できないもの以外はレフェリーに最終的な裁量権がある。 

 

47．規則の施行 

マスターズに出場資格のある選手、チームは以上の規則を遵守する。特別な事情の下ではＩＴ

Ｆ理事会がその権限を会場のＩＴＦ車いすテニス部長、レフェリー、トーナメントディレクター

に委任することもある。 
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XII．車いすテニス倫理規程 

 

48．目的 

ＩＴＦがこの倫理規定（code）を公布する目的は、ＩＴＦが公認する車いすテニストーナメン

ト、その他の車いすテニス行事において選手、主催関係者が公平で常識的な言動を保ち、また、

彼らの人権、観客、その他一般の人たちの人権、そしてテニスの品格を守るためである。ＩＴＦ

またはＩＴＦへのすべての言及は、ITF LIMITED を意味します。 

 

49．除外の適用 

 

ａ）出場者とトーナメント 

ＩＴＦ車いすテニストーナメント諸規則、ＩＴＦテニス規則と共に、敗者復活戦、ＩＴＦが

公認する車いすテニスツアートーナメントのメインドロー、ワールドカップ、およびパラリン

ピックの各競技に参加する全ての出場者に適用される。ＮＥＣ車いすテニスツアーのトーナメ

ントに出場する出場者はトーナメントが開始される前に署名し、提出しておかなければならな

い。この行為をもって倫理規程、トーナメント諸規則、テニス規則が自身に適用されることに

同意したとみなされ、それらを履行する義務がある。車いすテニスツアーを主催するのに選ば

れたすべてのトーナメントはこのコードを条件とする。 

 

ｂ）プロセスを経験している出場者 

すべての出場者はＩＴＦ車いすテニス適確性規則に従って分類され、全てのプロセスは協力

しあい誠意をもって行動する。 

 

ｃ）倫理規程の入手方法 

倫理規程に関する印刷物はすべてのトーナメント会場、www.itftennis.com/wheelchair で入 

手することができる。 

 

50．米ドル 

この倫理規程にある罰金の支払い通貨は米ドルである。 

 

51．エントリーでの違反行為 

    

ａ）出場申し込みと出場取り消し 

すべての出場者はこれらの規程で述べられている出場申し込みと出場取り消しに対する規則

を守る。 
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ｂ）期限後の出場取り消し／試合放棄（ノーショー） 

適当な期限後の出場取り消しに続いて、期限後の出場取り消しまたは試合放棄で罰せられた

後に「正当な理由」なしで出場取り消しの場合、ＩＴＦが認可した車いすテニストーナメント

でプレーする。 

  

   以下が「正当な理由」としてみなされる。 

    －医学的理由 

    －何らかの家族との死別、ＩＴＦに公認され受け入れられている他の力の mejeur な理由 

    期限後の出場取り消し／試合放棄は自動的に 200 ドルの罰金が課せられる。 

 

目にあまり特にＩＴＦが認可した車いすテニストーナメントの成功に害を与える事、または、

このセクションで際立って実にひどい違反は「悪質な行為」として MAJOR OFFENCE としてみ

なす。 

 

大会に欠場の連絡もせず、トーナメントに全く現れないプレーヤーは 250 ドルの罰金が課せ

られる。 

 

ｃ）他のトーナメントに出場した場合 

そのようなトーナメントの期間、ＩＴＦによって認可されない場合、いかなる他のテニス

大会でも、ＩＴＦの認可された車いすテニス大会に受け入れられた出場者はプレーしないも

のとする。このセクションの違反は罰金をコードに提供されたいかなる他の罰金に加えた

200 ドルまで課すこととします。 

 

目にあまり特にＩＴＦが認可した車いすテニストーナメントの成功に害を与える事、また

は、このセクションで際立って実にひどい違反は「悪質な行為」として MAJOR OFFENCE とし

てみなす。  

 

ｄ）ワイルドカード 

どんな出場者も、ワイルドカードと引き換えに何の価値を与えるのか、請求するか、受け

るか、または受け入れるように直接か間接的に申し出に申し出ないものとするか、与えない

ものとするか、誘惑しないものとするか受けないものとするか、受け入れないものとするか、

または同意しないものとする。出場者によるこのセクションの違反は最大 500 ドルの罰金を

課す。 

 

        目にあまり特にＩＴＦが認可した車いすテニストーナメントの成功に害を与える事、また

は、このセクションで際立って実にひどい違反は「悪質な行為」として MAJOR OFFENCE と

してみなす。 
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ｅ）決定と罰則 

ＩＴＦは、倫理規程違反行為の事実関係について調査を行い、実際に違反が起こったこと

が確認できれば、その事実を報告し、可能であれば、当該出場者にも違反行為があったこと

を告知するべきである。 

 

    ｆ）罰金の支払い 

違反行為によりＩＴＦから罰金を課せられた出場者は、罰金支払いの通知を受けてから 10

日以内に支払う。未払いの罰金はＩＴＦの免除に関してＩＴＦのイベントで徴収する。ＩＴＦ

車いすテニス部長は次のＩＴＦ公認車いすテニストーナメント宛に支払いが完了するまでに

当該出場者を出場停止にするよう通達する。 

 

    ｇ）提訴 

重度の違反を犯した、とされた出場者は、ＩＴＦ車いすテニス部長に対し、処分、および罰

金の見直しを求める請願書を提出することができる。請願書は出場者が違反通達を受け取って

から 10日以内 G.M.Ｔ5:00pm までに提出されなければならない。請願書の通達で、出場者が提

出することを望んでいるといういかなる他の証拠に伴うそのような事件の事実と事情に関す

る出場者による声明であるものとする。どんな出場者も反則に対して上告するときファックス

送信領収書を提出し、すべてのファックス領収書がＩＴＦオフィスでファックス領収書記録に

合致することを注意しなければならない。言い換えれば、領収書を提出したファックス送信の

ファックス番号、ＩＴＦオフィスのファックス番号、ＯＫ状況、伝えられたページ数、日付、

時間、およびトランスミッション持続時間を見せなければならない。ＩＴＦオフィスにトラン

スミッション領収書記録との正確な照合がないと、不十分な証拠を提出したと上告はみなすで

しょう。 

 

そのような提訴を受け取り次第、ＩＴＦ車いすテニス部長は、そのような事件の事実と事情

の合理的な調査を行って、確言するか逆にするものとする。全体的または部分的な反転の場合、

ＩＴＦは上告の気質に従って罰金のすべてか一部をプレーヤーに送金するものとする。 

 

プレーヤーはＩＴＦが罰金がセクション 51 の基に、上記にあるように徴収される誤った証拠で

あると考えるとき、証拠書類を提出すべきである。 

 

52．試合コートでの違反行為 

 

 ａ）概要 

   すべての出場者は、車いすテニスツアー大会、ワールドチームカップ、パラリンピックを含

め、ＩＴＦが公認する車いすテニストーナメント会場における秩序ある行動をとらなければな

らない。以下に記述されている項目は、これらの会場にいる出場者一人ひとりの違反行為に適

用される。 

 

 



Wheelchair Tennis Handbook 2008 

 

- 58 - 

ｂ）時間厳守 

   試合は、発表されたオーダーオブプレーに従って遅延なく進行されなければならない。オー

ダーオブプレーは、レフェリーの指示に従い、プレーヤーの目にとまりやすい目立つ場所に掲

示されなくてはならない。 

    

   試合は、オーダーオブプレーに従い、また常識的な範囲で活用できる手段を使ってコールさ

れる。プレーヤーは、試合がコールされたら直ちにプレーできるように準備をしておかなくて

はならない。 

 

1．試合がコールされてから 10分以内に試合コートに集合しない出場者は自動的に罰金 50ドル

が課せられる。 

 

2．試合がコールされてから 15 分以内に試合コートに集合しない出場者は自動的に罰金 100 ド

ルが課せられ、レフェリーによって失格させられる。レフェリーの状況判断で失格の措置が

とられないこともある。 

 

ｃ）服装と用具 

出場者は、テニスに相応しい衣服を着用し、スポーツマンに相応しい態度で試合に臨まなけ

ればならない。出場者は、試合コート、会場および式典では、清潔で習慣的に認められている

テニスウエアを着用し、テニスシューズも履かなければならない。 

このセクションに違反した出場者は至急、主審またはレフェリーから直ちに着替えるように

命じられるかもしれません。もし応じない場合は即座にデフォルトをもたらす可能性がある。

（ＩＴＦはこれらの規制の意図と目的を実施するために以下の規則を解釈する権利を保有す

る） 

 

 ⅰ．着用が禁止されている衣服 

    トレーナー、ジム用トランクス、ワイシャツ、Tシャツ、タンクトップ、その他、テニ

スに相応しくない衣服は試合中（ウォームアップも含む）は着用してはいけない。 

   

      ⅱ．服装、用具のロゴ 

         試合中（ウォームアップも含む）、記者会見、および式典においては、出場者の衣服、

および用具につけるロゴは下記の範囲以内に限定される。（ＩＴＦはこれらのルールの意

図と目的を実施するために以下の規則を解釈する権利を保有する） 

 

ａ）シャツ、セーターまたはジャケット 

袖：両方の袖にそれぞれに、19.5cm²以下のスポンサーロゴを１つと、52cm²を超え

る製造業者ロゴを１つ。どちらかの袖に 52cm²のロゴの領域に使用されているなら、

ロゴは１袖あたり 26cm²を超えてはならない。 

袖がない場合（女子）：ロゴはどちらも 19.5cm²を超えていないものとし、前身ごろ

にスポンサーロゴを２つつける。 
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袖がない場合（男子）：商業ロゴと製造者ロゴは袖の上につけ、袖のないシャツにつ

けることができないかもしれません。 

前身ごろ、背中、襟：全体で 13cm²以下の製造者ロゴを２つ、または 19.5cm²以下の

製造者ロゴを１つと、26cm²以下のスポンサーロゴを 1つ。 

 

ｂ）ショーツ、スコート、またはウォームアップパンツ 

13cm²以下の製造ロゴを２つ、または 26cm²以下の製造業者ロゴを１つ。 

 

ｃ）ワンピース 

ロゴの規定という観点からは、ワンピースはシャツとスカートが組み合わされたも

の、とみなす。 

 

ｄ）ソックス、シューズ 

各ソックス・シューズにおける製造者のロゴは受け入れるものとします。各足のソ

ックスにおけるロゴは最大 13cm²に制限されるものとする。 

 

ｅ）ラケット 

フレームに製造業者のロゴ、ストリング上にストリングの製造業者ロゴ１つ。 

 

ｆ）帽子、ヘッドバンド、リストバンド 

19.5cm²以下の製造業者ロゴ、または、スポンサーロゴを１つ。（文字表示可） 

 

ｇ）バック、タオル、その他の用具 

バックは 26cm²以下のスポンサーロゴ２つと、製造業者ロゴ。タオル、その他は製

造業者ロゴのみ。 

 

ｈ）車いす 

最大で３社までの異なったスポンサーロゴを掲示できるが、サイズは 1 つにつき

232cm²以下で、数は合計５つまで。フレームの車いす製造業者ロゴの数、サイズの規

定はない。 

 

ｉ）その他の表示物 

出場者が試合コート内に持ち込めるのは、トーナメントのスポンサーが製造してい

る商品、あるいはこれらと競合しない商品に限られる。出場者が試合中、スポンサー

と競合する企業の飲み物を必要とする場合も、無地の容器に詰め替えるか、オフィシ

ャルドリンク専用の紙コップに入れてから飲むなど配慮しなくてはならない。 

 

ｊ）他のテニストーナメント 

車いすテニスツアーと関係のないテニスツアー、テニスサーキット、テニスシリー

ズ、テニストーナメント、テニスエキジビション、テニスイベント、等の名前、記章、
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ロゴ、商標、シンボルマークなどは衣服や用具に表示してはならない。 

 

ｋ）その他 

前述各項に違反しない場合でも、トーナメントが開催される国の政府が禁止、規制

しているものは、テレビ放映が及ぼす影響を考慮し、それらの表示物は禁止する。 

 

 ここでいう製造業者とは、試合中に出場者が着用、あるいは、使用しているテニスウエ

ア、または、用具のメーカーを指す。ロゴの大きさの規定は、ロゴを円形、正方形、長方

形、あるいは三角で囲い込んだときの外周の大きさである。また、ロゴがロゴ自体の色と

は異なる色の布にプリント、あるいは、縫い付けられている場合は、そのパッチ自体の大

きさが問われる。パッチの色と衣服の色が確実に同じ色である場合、パッチのサイズはロ

ゴのサイズに基づく。 

 

ⅲ．ウォームアップウエア 

出場者はウォームアップ中にウォームアップウエアを着用できる。また、前述各項が

守られており、試合前にレフェリーの許可を得れば、試合中でも着用できる。 

 

     ⅳ．テーピング 

        違反表示物をテーピングで隠す行為は禁じられている。 

 

     ⅴ．罰金 

        このセクションに違反し、不履行しなかったどんな出場者も罰金対象は以下の通りで

す。 

        ａ）容認できない服装とダブルスチームの服装 

          容認できない条項に関する違反 

          服装に関しての罰金は最大 250 ドルを課す。 

        ｂ）メーカーのロゴ 

          製造者のロゴに関する条項の違反は最大 250 ドルの罰金をもたらす。 

        ｃ）商業ロゴ 

          商業ロゴに関する条項の違反は最大 250 ドルの罰金をもたらす。 

        ｄ）他のテニスイベント 

          イベントの名前に関する条項の違反は最大 250 ドルの罰金をもたらす。 

 

ｄ）時間違反／試合の延期 

出場者は、ウォーミングアップを含み試合が終了までどんな原因があろうとも遅らせてはな

らない。 

ボールがアウトオブプレーになってから（ポイントが決まってから）次のポイントが始まる

まで（次のサーブが打たれるまで）は最大 20 秒ある。第１サーブがフォルトであれば、遅延

なく第２サーブが打たれなければならない。 
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エンドチェンジのときは、前のゲームのポイントが決まってから次のゲームの第１サーブが

打たれるまで、最大 90 秒ある。この第１サーブがフォルトであれば、遅延なく第２サーブが

打たれなければならない。ただし、第１ゲーム終了後のエンドチェンジ、あるいはタイブレー

ク中のエンドチェンジのときは、エンドを交替するだけでベンチでの休憩はない。 

 

セットが終了したときは、そのスコアに関係なく、ゲームの最後のポイントが決まってから

次のセットの第１サーブが打たれるまでの間に 120 秒のセットブレークがある。 

     セットスコアが偶数で終了した場合、セットブレークはあるがエンドチェンジはしない。 

 

レシーバーは、サーバーの常識的なペースに合わせてレシーブしなくてはならなく、サーバ

ーはリズムに合わせて構えなくてはならない。 

 

この条項に違反した場合の罰則は、１回目は警告、２回目以降は違反のたびに失点となる。 

 

メディカルコンディションによりタイムアウトを取った後に直ちに試合を再開しない、ある

いは出場者が試合の続行を拒否した場合は、この条項の違反になる。ただし、違反がメディカ

ルコンディション、あるいは主審から試合の続行を命じられてもそれを拒否した場合は、ポイ

ントペナルティースケジュールに則って罰則が課せられる。 

 

ｅ）卑劣な言葉を使う 

出場者は、トーナメント会場において卑劣で下品な言葉を使ってはいけない。この条項に違

反した場合、違反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。さらに、違反が試合中（ウォー

ムアップも含む）に発生した場合は、ポイントペナルティースケジュールに則って罰則が課せ

られる。問題となった言葉が極めて悪質のもので、当該トーナメントの成功を害すると考えら

れる、あるいは、その言葉を使うこと自体が非常識極まりなく、聞くに耐えないものであれば、

「悪質な違反行為」の重度の違反とみなされ、別途に罰則が課せられる。 

 

ここでいう卑劣な言葉とは、一般通念上卑劣、あるいは下品とされている言葉をはっきりと主

審、観客に聞こえるように言うことである。 

 

ｆ）卑劣なジェスチャーをする 

出場者は、トーナメント会場で卑劣なジェスチャーをしてはならない。この条項に違反した

場合、違反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。さらに、違反中（ウォームアップも含

む）に発生した場合は、ポイントペナルティースケジュールに則って罰則が課せられる。問題

となった行為が極めて悪質なもので、当該トーナメントの成功を害すると考えられる、あるい

は、その行為自体があまりに非常識で、見るに耐えないものであれば、「悪質な違反行為」の

重度の違反とみなされ、別途に罰則が課せられる。 

 

ここでいう卑劣なジェスチャーとは、出場者が手やラケット、ボールを使ってするしぐさが、

常識的な一般人には卑劣な表現と受け取れる動作のことである。 
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ｇ）暴言 

出場者は、いかなる時も、トーナメント会場で審判員、対戦相手、観客などに暴言を吐いて

はならない。 

この条項に違反した場合、違反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。さらに、違反が

試合中（ウォームアップも含む）に発生した場合は、ポイントペナルティースケジュールに則

って罰則が課せられる。問題となった行為が極めて悪質なもので、当該トーナメントの成功を

害すると考えられる、あるいは、その発言自体があまりに非常識で、見るに耐えないものであ

れば、「悪質な違反行為」の重度の違反とみなされ、別途に罰則が課せられる。 

 

ここでの言葉の暴力とは、審判員や対戦相手、観客、その他の人に向って失礼な、否定的な、

あるいは侮辱的な言葉を浴びせる行為をいう。 

 

ｈ）暴力的行為 

出場者はいかなる場合も、トーナメント会場において、審判員、対戦相手、観客などを暴力

的に扱ってはならない。 

 

この条項に違反した場合、違反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。さらに、違反が

試合中（ウォームアップも含む）に発生した場合は、ポイントペナルティースケジュールに則

って罰則が課せられる。問題となった行為が極めて悪質なもの、当該トーナメントの成功に害

すると考えられる、あるいは、その行為自体があまりに非常識で、見るに耐えないものであれ

ば、「悪質な違反行為」の重度の違反とみなされ、別途に罰則が課せられる。 

 

ここでいう暴力的行為とは、審判員や対戦相手、観客、その他の人々に対し、本人の許可を

得ずに当該者の身体に触れる行為すべてをいう。 

 

ｉ）ボールの乱用 

出場者は、試合でポイントを取るためにボールを打つ以外は、トーナメント会場で乱暴に、

または危険を顧みずに、あるいは怒りをこめて、ボールを打ったり、蹴っ飛ばしたり、投げて

はならない。この条項に違反した場合、違反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。さら

に、違反が試合中（ウォームアップも含む）に発生した場合は、ポイントペナルティースケジ

ュールに則って罰則が課せられる。 

 

ここでいうボールの乱用とは、意図的にボールをフェンスの外に出す、試合コートで（誰か

に当たるかもしれない、という）危険を顧みずボールを打つ、あるいは後先考えずに（感情的

になって）ボールをひっぱたく行為をいう。 

 

ｊ）ラケット、用具の乱用 

出場者は、トーナメント会場で乱暴に、または危険を顧みずに、あるいは怒りをこめて、ラ

ケットや用具を叩いたり、蹴飛ばしたり、投げてはならない。この条項に違反した場合は、違
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反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。さらに、違反が試合中（ウォームアップも含む）

に発生した場合は、ポイントペナルティースケジュールに則って罰則が課せられる。 

 

ここでいうラケットや用具の乱用とは、怒って、あるいはフラストレーションがたまって、

意図的に、かつ暴力的に、ラケットや用具を壊す、傷つける、あるいは、ネットやコート、審

判台などを叩く行為をいう。 

 

ｋ）コーチング 

出場者は試合中（ウォームアップも含む）にコーチングを受けてはならない。試合中、出場

者とコーチの間で合図やジェスチャーによるコミュニケーションがとられていたら、それはコ

ーチングとみなされる。また、出場者は、コーチに【1】トーナメント会場で卑猥な言葉を使

う、【2】トーナメント会場で卑猥なジェスチャーをする、【３】トーナメント会場で役員、対

戦相手、観客、などに暴言をはく、【4】トーナメント会場で役員、対戦相手、観客に暴力をふ

るう、【5】トーナメント会場で当該トーナメント、審判の立場を悪くするような発言をしたり、

文書をだしたり、あるいはそのようなコメントを支持する行為をする、などの行為をさせては

ならない。 

 

この条項に違反した場合、違反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。さらに、違反が

試合中（ウォームアップも含む）に発生した場合は、ポイントペナルティースケジュールに則

って罰則が課せられる。問題となった行為が極めて悪質なもので、当該トーナメントの成功を

害すると考えられる、あるいは、行為そのものがあまりに非常識で見るに耐えないものであれ

ば、レフェリーはコーチに対し、試合コートあるいは会場から立ち退くよう命ずることもある。

コーチが要請に応じない場合、レフェリーは当該出場者をその場で失格させることがある。 

 

ここでいうコーチは、出場者の代表、親類も含まれる。 

 

ｌ）スポーツマンシップに反する行為 

出場者は、常にスポーツマンに相応しいマナーを心得て行動し、審判員の権限を重んじ、対

戦相手には公正に、また観客や関係者に対しては礼儀をわきまえなければならない。出場者は、

トーナメントに参加するためにかかる旅費、宿泊費、食費、電話代、医療費などの諸経費をす

べて自分で支払わなければならない。出場者は、報道関係者の前で、あるいは公共の場におい

て、トーナメント関係者、またはトーナメント施設の批判をしてはならない。苦情があれば、

トーナメント開催国の協会とＩＴＦに書面で告知する。この条項に違反した場合、違反のたび

に 250 ドルの罰金が課せられる。さらに、違反が試合中（ウォームアップも含む）に発生した

場合は、ポイントペナルティースケジュールに則って罰則が課せられる。問題となった行為が

極めて悪質なもので、当該トーナメントの成功を害すると考えられる、あるいは、その行為自

体があまりに非常識で、見るに耐えないものであれば、「悪質な違反行為」の重度の違反とみ

なされ、別途に罰則が課せられる。 

 

ここでいうスポーツマンシップに反する行為とは、前述各項に記載されている「試合コート
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での反倫理行為」には該当しないが、明らかにテニスの品位を下げると思われる態度、または、

不正な行為をいう。また、当該トーナメント、審判の立場を悪くするような発言をする、ある

いは文書をだす、または、そのようなコメントを支持する、などの行為もここに含まれる。 

 

ｍ）ベストをつくす 

NEC 車いすテニストーナメントで競技する出場者は、試合に勝つために最大の努力をしなく

てはならない。この項目に違反した出場者には最高 250 ドルまでの罰金が課される。 

 

ここでのレフェリーまたは審判員は、ポイントペナルティースケジュールにより、出場者を

罰する権限がある。問題となったことが極めて悪質のもので、当該トーナメントの成功を害す

るものと考えられる、あるいは、そのこと自体が非常識極まりなく、聞くに耐えないものであ

れば、「悪質な違反行為」の重度の違反とみなされ、別途に罰則が課される。 

 

ｎ）無断でコートを離れる 

出場者は試合中（ウォームアップも含む）、主審、またはレフェリーの許可がなければコー

トを離れてはいけない。この項目に違反した出場者には最高 250ドルまでの罰金が課せられる。

さらに出場者は、不履行としてコンプリートマッチへの怠慢のために追加罰則が課せられる。 

 

ｏ）コンプリートマッチへの怠慢 

出場者が合理的に試合をすることができないなら、出場者は進行中の試合を終了しなければ

ならない。この条項に違反した場合、違反のたびに最高 250 ドルの罰金が課せられる。問題と

なった行為が極めて悪質なもので、当該トーナメントの成功に害するものと考えられる、ある

いは、その行為自体が非常識極まりなく、聞くに耐えないものであれば「悪質な違反行為」の

重度の違反とみなされ別途に罰則が課せられる。 

 

ｐ）式典 

正当な理由がない限り、ＩＴＦが公認する車いすテニストーナメントで決勝に進出した出場

者は試合終了後の式典に出席しなくてはならない。これに違反した出場者は最高 250 ドルの罰

金が課せられる。 

 

ｑ）記者会見 

怪我をしている、あるいは体力的に不可能でない限り、出場者は勝敗に関わらず、試合終了

後すぐ、あるいは 30 分以内に開かれるポストマッチ記者会見に出席しなければならない。レ

フェリーが記者会見の時間を遅らせることもある。これに違反した出場者には最高 250 ドルの

罰金が課せられる。 
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ｒ）ポイントペナルティースケジュール 

    前述各項の違反行為に適用されるポイントペナルティースケジュールは以下の通りである。 

 

      １回目の違反       警告      

      ２回目の違反       失点 

     ３回目、それ以降の違反  ゲームを失う 

 

４回目以降の倫理規定違反に関しては、レフェリーの裁量で失格もあり得る。 

 

ｓ）失格 

レフェリーは、ポイントペナルティースケジュールに則って、出場者を失格させることがで

きる。 

いずれの場合も、レフェリーの判断が最終であり、アピールはできない。 

失格となった出場者には、違反行為に伴う罰金に加え、250 ドルの罰金が課せられる。加えて、

当該出場者は、失格の原因が本条前述の「時間厳守」「服装と用具」「メディカルコンディショ

ン」または、ダブルスパートナーの違反行為でない限り、当該トーナメントのすべての項目で

失格になる可能性がある。 

 

ｔ）ダブルス 

   ⅰ．警告・失点・ゲーム・失格 

     警告・失点・ゲーム・失格はチームに対して課せられる。 

   ⅱ．罰金 

罰金は、チームの２人が同時に違反行為をしない限り、違反行為を犯した出場者のみに課

せられる。（セクション 34） 

 

ｕ）決定と罰金 

ＩＴＦ車いすテニスの部長は、コート上で起こったすべての倫理規程違反行為の事実上の関

係を調査し、実際に違反が起こった、と確認できた場合、その事実をＩＴＦに報告する。 

 

ｖ）罰金の支払い 

未払いの罰金は、他のＩＴＦ公認車いすテニス大会においても徴収する事が可能である。未

払いの罰金の累計が５００ドル以上になったプレーヤーは、全ての罰金の支払いが完了するま

で、ＩＴＦ公認車いすテニス大会への出場停止処分を受ける。暦年の終わりまでに、未払いの

罰金の支払いを完了出来なかったプレーヤーは、全ての罰金の支払いが完了するまでＩＴＦ公

認車いすテニス大会への出場は出来ない。 

 

ｗ）不服申し立て 

ＩＴＦ公認の車いすテニストーナメントにおいて、コート上の反倫理規程行為（コート上の

違反行為）の罪に問われたプレーヤーは、ＩＴＦ車いすテニス部長に不服申し立てをし、罪状
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と罰則を見直すよう申し出ることができる。プレーヤーは、公式な通知書の受理から１０日以

内に、ＩＴＦ車いすテニス部長宛に提訴状を提出しなければならない。 

 

プレーヤーは、当該違反は起こっていない、とする状況証拠、その他、無罪を証明するに必

要と思われる書類を添付し、提訴状とともに提出しなければならない。 

 

ＩＴＦ車いすテニス部長は、提訴書類に基づいて事実関係を明らかにするための調査をおこ

ない、その結果、ＩＴＦレフェリーが下した判断を一部、あるいはすべてを、支持、または反

故にする。 

 

53．重度の違反行為 

 

ａ）賭博 

プレーヤーは、ＩＴＦ公認の車いすテニストーナメントや、それに関連するものを対象にし

た賭けをしてはならない。本項に違反したプレーヤーに対する罰則は、最高１０００ドルの罰

金、あるいは、トーナメントで得た賞金額がそれよりも大きい場合は、賞金の全額没収である。

加えて、ＩＴＦ車いすテニストーナメントへの出場停止処分（最高３年まで）もあり得る。 

 

ｂ）賄賂 または その他の取引き 

プレーヤーは、ＩＴＦ公認の車いすテニストーナメントにおいて、金品と引き換えに試合の

勝敗を操作することを申し出る、あるいはそれを受け入れるなど、八百長まがいの行為をして

はならない。本項に違反したプレーヤーに対する罰則は、最高１０００ドルの罰金、あるいは、

トーナメントで得た賞金額がそれよりも大きい場合は、賞金の全額没収である。加えて、ＩＴ

Ｆ車いすテニストーナメントへの出場停止処分（最高３年まで）もあり得る。 

 

ｃ）悪質な違反行為   

プレーヤーは、ＩＴＦ公認の車いすテニストーナメントにおいて、「悪質な違反行為」とさ

れる行為をしてはならない。「悪質な違反行為」の定義は以下の通りである。 

 

ⅰ．  本書の倫理規程（コード）に明記されている反倫理行為は、それが１回のことでも、

また2回以上でも「悪質な違反行為」として立件する。 

 

ii．  違反行為が１回でも、それが極めて悪質のもので、当該トーナメントの成功を蔑ろに

すると考えられる、あるいは、その行為自体があまりに非常識で、ひどいもの。 

 

iii． 本書の倫理規程（コード）に明記されている反倫理行為が１２ヶ月間に２回以上発生

し、それぞれは単独では「悪質な違反行為」にならないが、全体から見ると一定のパ

ターンがあり、違反が繰り返されていること自体が、非常識で極めて悪質であり、Ｉ

ＴＦが公認する車いすテニス大会全般の成功を蔑にされるものである、と判断される

ケース。 
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本項に違反したプレーヤーに対する罰則は、最高１０００ドルの罰金、あるいは、トーナ

メントで得た賞金額がそれよりも大きい場合は、賞金の全額没収である。加えて、ＩＴＦ車

いすテニストーナメントへの出場停止処分（最高３年まで）もあり得る。 

 

ｄ）テニスの品位を汚す行為 

プレーヤーはテニスの試合の品位に反する行為に関与してはならない。プレーヤーが各国

刑法に違反し、有罪となり、その刑罰により一年以上収監される可能性がある場合、そのプ

レーヤーは、その有罪判決によりテニスの品位を汚す行為を働いたと見なされる。加えて、

プレーヤーがスポーツの名声を大きく傷つけるような振る舞いをした際は、そのプレーヤー

はその振る舞いによって、テニスの品位を汚したと見なされ、本項に違反したこととなる。

本項に違反したプレーヤーに対する罰則は、最高１０００ドルの罰金、及び/またはＩＴＦ公

認車いすテニスイベントへの最高３年までの出場停止処分である。 

 

ｅ）決定と罰則  

ＩＴＦ車いすテニス部長は、重度の違反容疑に対してはすべての事実関係を明らかにする

調査をおこなうが、調査を開始するにあたり、当該プレーヤーに調査がはじめられることを

文書で通達する。プレーヤーは、通達を受けてから１０日以内であれば、必要に応じて状況

証拠などの調査資料をＩＴＦ車いすテニス部長に提出することができる。ＩＴＦ車いすテニ

ス部長は調査完了後、当該プレーヤーが有罪か無罪かを決定する。前者の場合は、テニス部

長が採択した事実関係、結論、および罰則を記した報告書を作成し、ただちに当該プレーヤ

ー、ならびに委員会に送付する。 

 

ｆ）罰金の支払い 

重度の違反を犯したプレーヤーは、ＩＴＦ車いすテニス部長から文書による罰金の通達を

受けてから３０日以内に罰金を支払わねばならない。３０日以内に罰金が支払われなかった

場合、ＩＴＦ車いすテニス部長は、当該プレーヤーが出場を予定している次のトーナメント

の主催者に連絡し、罰金の支払いが成されるまで、当該プレーヤーへの賞金の支払いの保留

を指示する。 

 

ｇ）任意による再審査 

重度の違反行為を行なったプレーヤーは、全ての罰金を支払った後、ＩＴＦ車いすテニス

部長が示した裁定及び罰則に対し、任意の再考を委員会に申請する事が出来る。申請はプレ

ーヤーに違反通知が郵送された後３０日以内に、書面にてＩＴＦテニス部長に提出される。

ＩＴＦ車いすテニス部長はその後、申請があった事を委員会に速やかに通達する。申請書に

は、その申し立てを根拠に詳細を記す。その後３０日以内に、委員会はその申し立てを聴聞

する為の日時を指定し、それをプレーヤー並びにＩＴＦ車いすテニス部長に知らせる。聴聞

の場において、プレーヤー及びＩＴＦ車いすテニス部長は委員会に対し、その案件に関連す

る証拠を示す。委員会は再審において、申し立ての却下、裁定の破棄、ＩＴＦ車いすテニス

部長による裁定の修正を行なう。 
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申し立てがプレーヤーに対して不利に結審した場合、委員会はプレーヤーに申し立てのた

めに要した適正な費用を、プレーヤーに請求する。その費用には、全ての証人及び委員会メ

ンバーがこの案件関連して支払った交通費及び生活費が含まれる。 

 

54．医学的コントロール － アンチドーピング規定 

ＩＴＦ車いすテニスサーキットもしくはイベントに参加するプレーヤー、プレーヤー補助員、

またはいかなる人物も、ＩＴＦテニス アンチドーピングプログラム２００８の定める規定に拘

束され、それを守らなければならない。 

 

ＩＴＦテニス アンチドーピング プログラム２００８は、ＩＴＦウェブサイト

（www.ifttennis.com/antidoping）及び、ＩＴＦによって出版され各国協会に配布されたルール

ブックに詳細が示されている。ＩＴＦテニス アンチドーピング プログラム２００８は、申し

込みによって入手する事が可能である。 

 

55．ウェルフェアポリシー 

ＩＴＦ車いすテニスサーキットもしくはイベントに参加するプレーヤー及びプレーヤーサポ

ートチームメンバーは、補足資料Ｅに示されているウェルフェアポリシーに拘束され、それを守

らなければならない。 

 

56．トーナメント違反 

ａ）適用性 

    この項目は各ＩＴＦ公認車いすテニス大会に適用する。 

    

ｂ）請け負い 

  委員会の許可無しに賞金や認められているアマチュア費用以外に、ＩＴＦ公認車いすテニス

大会の 主催者、運営者、スポンサー、または代理人は金銭や高価な品物を提供・付与しては

ならない、公認のトーナメントは他の個人や団体がプレーヤーに対して、影響や請け負いを目

的として、金銭や高価な品物を直接・間接的に提供・付与が行なわれることを許可してはなら

ない。本項違反したトーナメントに対する罰則は、最高１０００ドルに加え、支払った金銭・

物品の価値を合計した罰金、資格剥奪及び公認の喪失、そして/または以前ＩＴＦに支払った

供託金の全額没収である。ＩＴＦ車いすテニス部長が、本項に違反していると信じるトーナメ

ントがあった際、そのトーナメントはＩＴＦ車いすテニス部長もしくはその代理人に対し、申

し立てられている請け負い行為に関連すると思われる全ての記録を開示し、そのような記録が

存在しない場合は、ＩＴＦ車いすテニス部長の疑問に対し、誠意をもって供述書で事実説明を

行う。 

 

ｃ）ワイルドカード 

ＩＴＦ公認の車いすテニスイベントは、直接・間接的にワイルドカードと引き換えに、いか

なる物をも 提供・付与・懇請・受理してはならない。本項の違反に対する罰則は、最高１０
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００ドルの罰金、そして/または以前ＩＴＦに支払った供託金の全額没収である。そのような

事態において、トーナメントは公認の取り消しも受けうる。 

 

ｄ）テニスの品位を汚す行為 

ＩＴＦ公認の車いすテニスイベント、主催者、プロモーター、運営者はスポーツの品位を汚

す行為に 関与してはならない。 

 

本項の違反に対する罰則は、最高１０００ドルの罰金、そして/または以前ＩＴＦに支払っ

た供託金の全額没収である。 

 

ｅ）ＩＴＦ車いすテニスルール 

ＩＴＦ公認の車いすテニスイベントは、ＩＴＦ車いすテニスルールのいかなる条項にも違反

してはならない。本項の違反に対する罰則は、最高１０００ドルの罰金、そして/または以前

ＩＴＦに支払った供託金の全額没収である。 

 

ｆ）イベントキャンセルの遅れ 

ＩＴＦ公認の車いすテニスイベントがそのイベントをキャンセルする場合は、その開始予定

日の６０日前までにキャンセルを行なわなければならない。 

 

本項の違反に対する罰則は、最高１０００ドルの罰金、そして/または以前ＩＴＦに支払っ

た供託金の全額没収、回収不能の費用の弁済、及び/または後の申し込みの拒否である。 

 

ｇ）裁定及び罰則 

ＩＴＦ車いすテニス部長は、トーナメント違反容疑に対してはすべての事実関係を明らかに

する調査をおこなうが、調査を開始するにあたり、当該トーナメントに調査がはじめられるこ

とを文書で通達する。トーナメントは、通達を受けてから１０日以内であれば、必要に応じて

状況証拠などの調査資料をＩＴＦ車いすテニス部長に提出することができる。ＩＴＦ車いすテ

ニス部長は調査完了後、当該トーナメントが有罪か無罪かを決定する。前者の場合は、テニス

部長が採択した事実関係、結論、および罰則を記した報告書を作成し、ただちに当該トーナメ

ント、ならびに委員会に送付する 

 

 

ｈ）罰金の支払い 

トーナメント違反を犯したトーナメントは、ＩＴＦ車いすテニス部長から文書による罰金の

通達を受けてから３０日以内に罰金を支払わねばならない。 

 

ｉ）任意による再審査 

トーナメント違反行為を行なったＩＴＦ公認車いすテニスイベントは、全ての罰金を支払っ

た後、ＩＴＦ車いすテニス部長が示した裁定及び罰則に対し、任意の再考を委員会に申請する

事が出来る。申請はトーナメントに違反通知が郵送された後３０日以内に、書面にてＩＴＦテ
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ニス部長に提出される。ＩＴＦ車いすテニス部長はその後、申請があった事を委員会に速やか

に通達する。申請書には、その申し立てを根拠に詳細を記す。その後３０日以内に、委員会は

その申し立てを聴聞する為の日時を指定し、それをトーナメント並びにＩＴＦ車いすテニス部

長に知らせる。聴聞の場において、トーナメント及びＩＴＦ車いすテニス部長は委員会に対し、

その案件に関連する証拠を示す。委員会は再審において、申し立ての却下、裁定の破棄、ＩＴ

Ｆ車いすテニス部長による裁定の修正を行なう。 

 

申し立てがトーナメントに対して不利に結審した場合、委員会はトーナメントに申し立ての

ために要した適正な費用を、トーナメントに請求する。その費用には、全ての証人及び委員会

メンバーがこの案件関連して支払った交通費及び生活費が含まれる。 

 

57．解釈 

このコードが適用されるプレーヤーや団体は、このコードの詳しい解説や、その適用性、また

は処分も含めた特定の事例について、ＩＴＦ車いす部長に書面にて問い合わす事が出来る。 

 

58．通知 

変更が通達されない限り、全てのＩＴＦ車いす部長宛文書は以下宛に送付する。本項によって

求められる書類の送付は、それがプレーヤーの自宅住所またはプレーヤーによって指定された住

所に配達された時点で完了したとみなされる。同時にコピーが所属する協会宛に送付される。 

 

Ms. Ellen de Lange 

ITF Wheelchair Tennis Manager 

International Tennis Federation 

Bank Lane 

Roehampton 

London SW 15 5XZ 

England 

Tel: (44) 20 8878 6464 

Fax: (44) 20 8392 4741 

 

ａ）プレーヤー 

調査の結果、プレーヤーに与えられる可能性のある重大な違反に対する罰則通知は、プレー

ヤー個人に送付される。コードによって示されたその他全ての書類は、プレーヤーの自宅住所

またはプレーヤーが指示した住所に配達された時点で完了したとみなされる。また、その通知

書のコピーがプレーヤーの所属する協会に送付される。 

 

ｂ）トーナメント 

本項によって求められるＩＴＦ公認車いすテニスイベントの書類の送付は、それがＩＴＦ車

いすテニス部長に配達された時点で完了したとみなされる。 
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59．コードの改正 

ＩＴＦ車いすテニスコードの改正・廃止・あるいは改訂は、それが部分的であっても、全体的

なものであっても、ＩＴＦによって実施される。 
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補足資料 Ａ 

 

Ⅰ．ＩＴＦ車いすテニス医学委員会とその役割 

ＩＴＦ車いすテニス医学委員会は、プレーヤーの資格審査にとどまらず、車いすテニス競技に

おける様々な問題解決の機能を果たす為に設立された。委員会は医師、弁護士、選手委員会代表、

車いすテニスを熟知している者によって構成される。委員会の権限は次の通りである。 

 

1. 車いすテニス規則を参考に 及び/または 認定員を任命して、クァードプレーヤーの資格審

査を行う。 

2. 選手からのクァード登録申請を検討し、選手がクァードドローで競技可能であるのか、認定員

による認定作業が必要であるかを判断する。 

3. 車いすテニスにおける反ドーピング規定・政策・処分について、ＩＴＦに助言、補助、必要が

あれば提言を行う。 

4. ＩＴＦへ医学的助言を提供し、必要であれば医療問題について提言する。 

5. 車いすテニスルール及びそれに関連事項について、ＩＴＦ車いすテニス委員会に助言、補助、

必要があれば提言を行う。 

6. 提案されたルール変更の検討にとどまらず、ＩＴＦテニス委員会ならびにＩＴＦから医学委員

会に申し込まれた職務を適宜行う。 

 

Ⅱ．一般資格 

A. IV.2.a)に定義されているように、恒久的な運動機能障害を伴う身体障害があると医学的に認め

られた者は、ＩＴＦ公認の車いすテニストーナメントで競技する資格を有する。プレーヤーは

障害を証明する診断書を提出出来る状態でなければならない。 

B. 資格の分類 

車いすテニスの競技資格を有するかを判断するのが困難なプレーヤーの場合、プレーヤーは

ＩＴＦ車いすテニスマネージャーに有資格者として認められるよう、申請する事ができる。マ

ネージャーは、その判定をする機会を与えるべきか否か判断する自由裁量権を持つ。機会を与

えると判断した場合は、マネージャーが判定の場所・時期・費用をも決定する。機会が与えら

れたプレーヤーは、認定員により、トーナメント中の練習・試合等を観察される。この観察記

録は、プレーヤーのメディカルヒストリー、運動能力テストの補足資料となる。ＩＴＦ車いす

テニス医学委員会は、これを元に最終的な資格審査を行い、判断を下す。上記の状態を除き、

通常の資格取手続きは、自己申告制とする。 

 

Ⅲ．クァードドロー 

A．クァード資格 

    競争のための公正さをもたらすため、車いすテニスにクァード部門が設けられた。ここでは、

他の障害者スポーツの（障害レベルによる）クラス分けの原則を採り入れ、４条２項・ａ）に

加え、機能障害とそれに伴う運動能力によっても資格を判断する。ここでいう機能障害、およ

び運動能力は、車いすテニスに限って問題となるものをいう。また、脊椎損傷以外の医学的理

由によっても上肢に運動機能障害をもたらすことがあり、その場合は、資格基準を満たしてい
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ればクァードとして認められる。“クァード”ドローには全ての四肢麻痺の選手が当てはまる

わけではない。誤解を避ける為に付け加えれば、クァードテニス（セクションＩＶ，資格規定

参照のこと）に求められる資格基準により、ある四肢麻痺の選手は資格を有し、資格が認めら

れない選手もいる。 

 

B．クァード区分 

１．新規クァードプレーヤー 

     希望するプレーヤーは、クァードへの登録を年間を通して申請する事が可能であるが、申

請書は出場を希望するトーナメントの開始３ヵ月前までに受理されなければならない。 ク

ァード登録の為の申請書類は、ＩＴＦ・各国協会・ＩＴＦのウェブサイトを通じて入手可能

である。全ての記入がなされた申請書類は、医学委員により審査され、クァードプレーヤー

として暫定的に登録可能か、原則として６週間以内に通達される（この登録状態をＰステー

タスと呼ぶ）。その結果、プレーヤーは１２ヶ月以内にＮＥＣ車いすテニスツアーにおける最

大・４大会（ＩＴＦ１イベント１大会のみ可能、ワールドチームカップ・パラリンピック・

スーパーシリーズは不可）で競技する事が出来る。Ｐステータスで登録されたプレーヤーが、

その後もＩＴＦ公式大会での競技を望む場合、そのプレーヤーは認定審査に臨まなければな

らない。 

 

2．認定審査 

     パラグラフＢ１及び上記のように、プレーヤーがクァードドローでのプレー資格があるか

確定する為に、練習中・ウォームアップ・試合または/及びトーナメント開催中のいかなる時

間もＩＴＦクァードテニス審査マニュアルに記されたポイントシステムに基づいて、認定員

による審査を受ける。この審査員による所見は、プレーヤーの病歴や健康診断の結果によっ

て補足され、そのプレーヤーのクァードドローでの競技資格の有無を判定する材料となる。

トレーニング及び経験は運動能力に影響しない為、プレーヤーの適格性には関係がない。 

 

3．資格コード 

資格審査に従い、プレーヤーは資格審査時のスコア、またその結果得られた資格の状況が

通知される。 

 

    Ｅ．有資格 

       Ｅステータスと区分されたプレーヤーは、クァード車いすテニスでのプレーが可能で

あると区分される。この認定は資格基準の見直し そして/または 再審査の必要性が生

じる（参照：異議申し立て）以外は永久的である。  

 

    Ｒ．再審査 

       認定員が、一次審査では明確な決定に至らなかった場合、プレーヤーはこのコードに

分類され、再審査を受ける。プレーヤーは競技可能であるが、観察下に置かれる。Ｒス

テータスは、与えられてから１２ヶ月後、または１２ヶ月以内に再審査の結果（資格の

有無）が出された時に失効する。他の認定審査の確保 そして/または １２ヶ月以内の
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認定審査の手配は各プレーヤーの責任とする。Ｒコードは最長１２ヶ月の間、一度のみ

与えられる事とする。 

 

    Ｐ．暫定登録 

       クァード申請書一式の受領を受け、委員会はプレーヤーが暫定登録されるかを決定す

る。それにより当該プレーヤーはＮＥＣツアーイベント最大４大会（フューチャーシリ

ーズ・ＩＴＦ３及び２シリーズ、そしてＩＴＦ１シリーズにおいては１大会のみ）への

参加が認められる。いかなるプレーヤーも、そのランキングでの４大会以上の参加は認

められない。Ｐステータスとされたプレーヤーは、必要が生じた場合随時、認定審査の

対象となりえる。 

 

       Ｐ及びＲステータスのプレーヤーはワールドチームカップ・パラリンピック・スーパ

ーシリーズにおいて、プレー資格を与えられない。 

 

    Ｕ．認定不能 

痛みや痙攣などにより審査過程が完了不能だった場合、またはプレーヤーからの十分

な協力が得られないなどにより、認定員がプレーヤーの審査を出来なかった場合はこの

コードに分類される。このプレーヤーは認定不能というステータスが与えられ、クァー

ドドローでの競技資格が無いものと見なされる。 

 

C．異議申し立て 

 

１．異議申し立てが出来る当事者・団体・組織 

クァード車いすテニスプレーヤーの資格に関する異議申し立ては、以下の当事者・団体・

組織だけが行なうことができる。 

 

ａ）クァードプレーヤー（当該プレーヤーに下った審査結果に対して） 

ｂ）ＩＴＦ/ＩＷＴＡ加盟国(テニス協会事務局を通じて) 

ｃ）ＩＴＦ車いすテニス委員会 

 

2．異議申し立て 

ａ）異議申し立てを行なう者は、認定審査結果の申し渡しから２週間以内に、書面でその旨を

ＩＴＦに伝えなければならない。また申請者はＩＴＦがその裁量に掛ける費用を負担する

義務がある。異議申し立てが認められた場合、支払った費用は後に返還される。 

 

ｂ）クァードプレーヤーの異議申し立ての考察は最低限３名の委員によってなされる。異議申

し立てに関する裁定は、医師による同意そして多数決の両方によって決定される。 

 

ｃ）手順 

i）   異議申し立てを有効にする為に、申立書の記入の後、それをＩＴＦへ提出する。書
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面には、資格剥奪対象クァードプレーヤーの氏名・国名・異議申し立ての理由を明

記する。 

ii） 委員会は異議申し立ての受理の後、その手続き及び裁量を行う。委員会は異議申し

立てを受けているプレーヤーが申し立ての事実、根拠を知らされ、それについて意

見を述べる機会が与えられる、という前提があれば、証拠の信憑性や手続きに関し

て、それらを制約する法律に拘束されない。 

iii）  委員会は異議申し立ての裁定に必要と考える証拠 そして/もしくは その他資料

の提出を申し立て者に求めることが出来る。その中には書面に起こされた永久的な

身体的障害の医学的証拠 そして/もしくは 当該クァードテニスプレーヤーの診

断検査を含む診療記録が含まれる。資料・援助もしくは証拠提出請求は委員会の指

示通りに、適切な提出期限内に応じられなければならない 

・申し立て団体が委員会の設定した援助・資料証拠提出請求の提出期限に応じ

られなかった場合、その申し立ては無効となる。 

・異議を受けたクァード車いすプレーヤーが委員会の設定した援助・資料証拠

提出請求の提出期限に応じられなかった場合、提出がなされるまで、そのプ

レーヤーは試合に出場する事が出来ない。 

iV）  委員会は 

・元の認定審査を受け付ける。または 

・クァード車いすプレーヤーに、一人またはそれ以上の判定員による追加的な

認定審査を要求する。または 

・本件を公平に扱う為に適切と思われる措置を講じる。 

v） 異議申し立てに伴う、医学的証拠やその他の証拠及び資料を得る為にかかる費用、

あるいは情報を提供するためにかかる経費等は、通常異議申し立てを受けたクァー

ド車いすテニスプレーヤーの負担とする。しかし、委員会は異議申し立てを行なっ

た団体に対し、その費用の一部または全額を支払うよう要請することがある。 

vi） クァード資格がないと審査され、その審査に対して異議を申し立てているプレーヤ

ーは裁定があるまで、試合に出場する事は出来ない。クァード資格があるとされて

いるプレーヤーは、異議申し立ての裁定が出るまで試合に出場する事が出来る。 

vii） 車いすテニス部長は、異議申し立ての裁定を速やかにプレーヤー及び(適切であるな

ら)異議を申し立てた団体に対して通知する。裁定は、文書でプレーヤーに通知され

た時点で法的効力を持つ。 

viii） 委員会がプレーヤーの資格審査に不合格の裁定をした場合、直ちにプレーヤーの試

合出場資格は無くなる。もしも、委員会が試合出場資格を認めた場合は、そのプレ

ーヤー最低１２ヶ月間、再び資格問題について異議申し立てを受ける事はない。 

ix） プレーヤーが異議申し立ての手続きを受けている期間中にＩＴＦ公認車いすテニス

トーナメントに出場し、後日、委員会により不適格との裁定を受けた場合、当該プ

レーヤーの試合結果は変更されない。ただし、当該プレーヤーが決勝で勝っていれ

ば、その試合結果は覆される事となる。この場合、決勝で負けたプレーヤーが優勝

者または優勝国になる事が公式に発表される。 

x） 委員会は裁定結果をプレーヤーに通知する際に、提訴する権利がある事を通知しな
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ければならない。同様に、異議を申し立てたものにも提訴する権利がある事通知す

る。提訴の手順はセクション３に記す。 

 

3．提訴 

ａ）提訴を行なう者は、ＩＴＦがその裁量に掛ける費用を負担する義務がある。提訴が認め

られた場合、支払った費用は後に返還される。 

 

ｂ）手続き 

i）  提訴を有効とする為に、提訴の旨を文書でＩＴＦ車いすテニス部長に提出しなけ

ればならない。書面には申請者の氏名・上訴する裁定結果・裁定通知日及び上訴

の根拠を記す。 

ii） 提訴委員会の委員はＩＴＦ車いす委員会によって選定されるが、ＩＴＦ車いすテ

ニス医学委員会の委員は選考から除外される。提訴委員会は、弁護士（委員長）、

医師、そしてクラス分けに詳しい PTなどから構成される。 

iii） 提訴委員長は、提訴人や関係者に対して公平な提訴の機会を与える、という前提

で提訴の取り扱い手順を取り決めることができる。 

iv） 提訴委員長は、提訴手続きをどう進めるかについての原則を決定する。しかし、

提訴委員会には、医学委員会で検討された証拠の一部あるいは全部について、聴

聞するかどうかを独自に決めることができる。さらに、提訴委員会は、必要であ

れば、聴聞や書類提出という手段によって新たなに証拠を得る権限も持つ。提訴

委員会は、委員会の判断に資するため、当該プレーヤーの主治医でない医師、あ

るいは医療専門家による診断を要請することもある。提訴委員会は裁定を決議す

るにあたり、会議を開く（実際に顔を合わせる）必要はない。 

ｖ） 提訴委員会は、裁決に必要であると判断すれば、提訴人に聴聞を要請でき、提訴

人は出席する権利がある。提訴人（あるいは他の団体や証人）の出席がなくとも、

提訴委員会は裁決することができる。 

      vi） 提訴委員会による聴聞は非公開に、かつ、秘密厳守で行なうものとする。 

vii） 提訴は特定のプレーヤーの案件の考察のみに適用される。認定員また/もしくは委

員会の採決に反する結審は認められないが、以下が例外となる場合がある。 

・関連する手続きが適切に取られなかった可能性があると考えられる場合、プ

レーヤーは追加で審査を受けうる。 

・その案件に限り、適切と思われる手続きを命ずる。 

viii）提訴に要した費用の負担は、提訴委員会の裁量で決められる。提訴の採決は多数

決により行われる。 

ix） 提訴委員会の裁決は、提訴人、ＩＴＦ、提訴団体、及び関係者に対して速やかに

通知される。提訴委員会の裁定は最終であり、提訴人へ通達された時点で拘束力

をもつ。 

x）  ＩＴＦ医学委員会、あるいは、クァード認定員から、車いすテニスプレーヤー、

あるいはクァードプレーヤーの資格がない、と通達されたプレーヤーは、提訴委

員会に提訴中は（裁定に至っていなければ）、ＩＴＦ公認車いすテニストーナメ
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ントで、あるいはクァードドローで、プレーをすることはできない。 

xi） 提訴委員会に提訴した結果、車いすテニスプレーヤーとして不適格である、と裁

定されたプレーヤーは、以後３年間は、該当ルールの改正がない限り、再審査を

受けることはできない。 

 

D. 改正事項 

クァードドローを含む車いすテニスの資格規定は検討中であり、かつ適宜改正されなければ

ならない。資格規定に改正がなされた際は、プレーヤーは再審査が求められる事もあり、また

/もしくは 補足資料Ａに記されてあるその他の規定に関わらず、新たな資格規定のもとに異

議を申し立てを受ける事もある。 

 

E. 異議申し立て 

セクションＩＩ Ｃ ２に示された手順は、以下を例外とする。 

   ・ ”クァードドロー”及び”クァードプレーヤー”とは、概して車いすテニスプレーヤー及

びＩＴＦ公認車いすテニスドローを示す。 

   ・ 一般資格請求は自己申告により行われる。異議申し立ての該当・不該当によって、元に与

えられた資格（ｉｖ）は適正は変化する。 

 

F. 提訴 

セクションＩＩ Ｃ ２に示された手順は、以下を例外とする。 

   ・ ”クァードドロー”及び”クァードプレーヤー”とは、概して車いすテニスプレーヤー及

びＩＴＦ公認車いすテニスドローを示す。 

 

Ⅳ．身体的障害・状況の変化 

プレーヤーは、自己の身体的障害の状態が変化し、それをＩＴＦ車いすテニス医科学委員会が

納得するかたちで示すことができれば、当該委員会に対して車いすテニスプレーヤー資格の再審

査を要求できる。再審査の要求は、ＩＴＦ車いすテニス部長に対しておこなう。ただし、再審査

要求は、当該委員会の資格審査の裁定が出てから１２ヶ月が経過していないとできない（補足資

料Ａ，セクションＤ参照）。再審査要求には、診断書、および、ＩＴＦ車いすテニス医学委員会

が再審査の必要性の判断基準となる資料を要請すれば、それも提出されなければならない。当該

委員会がプレーヤーの資格は再審査に値すると認めた場合は、セクションＩＶに示された手順に

基づいて再審査を行なう。 

 

Ⅴ．一般事項 

実際の状況がここに記されている事項とは合致していなくとも、そのために調査結果や裁定が

著しく変わらなければ、調査結果や手続き、あるいは裁定を無効にはできない。 

 

Ⅵ．その他の事例  

補足資料 Aに網羅されていない事例が発生した場合は、公平さ、正当性をもとに、医学委員会、

あるいは適切な者が問題解決に関わり、裁定する。 
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補足資料 Ｂ 

専門用語の解説 

 

筋・骨格系の定義 Musculosketetal Definitions 

上肢とは、肩関節を含む腕のことである。下肢とは、股関節と臀筋を含む両足のことである。関節

の硬直とは、疾病、外傷、手術などに伴う関節の可動制限、硬化のことである。関節症とは、理学的

な異常変形のことを指し、炎症の有無は問わない。中足骨・足趾関節とは、足の指の付け根にある関

節のことである。中手骨・手指関節とは、手の関節のことである。 

 

神経学的定義  Neurological Definitions 

神経システムは脳、脊髄、末梢神経に大別される。中枢神経系とは、脳と脊髄のことを指し、中枢

障害（Central Injury）とは、中枢神経系の外傷のことをいう。脊髄に関しては、「rostal」とは、

より上の、あるいは、より脳に近い位置、の意味である。 

 

脊髄は４つの部位からなる。頚髄は、頚部が脳幹部につながる部位（首）である。一般的に、胸髄

は首の下から腰骨の上までのことをいい、腰髄は腰背部（背中の下のあたり）である。仙髄は骨盤内

にある。 

 

i   頚髄  Cervical Spine 

頚髄には、Ｃ１からＣ８まで、８つの頚髄レベルがある。Ｃ５レベルより上位の脊髄損傷

では両側上肢すべての筋力脱失を伴う。Ｃ８レベルの脊髄損傷では手の筋力低下を伴う。 

ii   胸髄  Thoracic Spine (also known as dorsal spine) 

胸髄には、Ｔ１からＴ１２まで、１２の胸髄レベルがある。手の筋肉低下に係わるＴ１を

除き、胸髄の損傷では下肢に機能障害が現れる。損傷が上位であるほど駆幹（上体）の機

能低下が現れる。位置の目安としては、Ｔ５は乳首の高さ、Ｔ１０は臍の高さである。 

iii  腰髄  Lumbar Spine 

 

腰髄には、Ｌ１からＬ５まで、５つの腰髄レベルがある。損傷が上位であるほど（Ｌ１～Ｌ３）

下肢の筋力低下が著名である。Ｌ５レベルの損傷では臀筋と足首の動きをつかさどる筋肉の筋力

低下を引き起こす。 

ⅳ   仙髄  Sacral Spine 

仙髄には、Ｓ１からＳ４まで、４つの仙髄レベルがある。Ｓ１レベルのみが運動機能に関

与しており、特に歩いたり走ったりするときの、足を蹴り出す動作に必要である脹脛（ふ

くらはぎ）の筋力に影響を及ぼす。 

 

重度の関節症の定義 Severe Arthrosis Definitions 

重度の関節症は放射線額的に定義され、次の特徴がなくてはならない。 

i   辺縁部における骨肥厚（突起形成） 

ii   関節面における骨硬化 
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iii   軟骨下の嚢胞形成 

 

フォコメリー（アザラシ肢症）  Phocomelia 

四肢の長骨が欠損、または発育不全のまま生まれる奇形。例えば、手が単一の骨によって駆幹（上

体）に付いているケースがそうである。（手足が異常に短く、直接胴についているようにみえる） 

 

筋症  Myopathy   

筋原生の疾患である。 

 

筋ジストロフィー  Muscular Dystrophy 

遺伝性疾患症状で、筋肉が痩せ衰え筋力が低下する。 

 

運動機能 Motor Function 

技術または実行にかかわりなく指定された行動を実行する筋肉の生来の能力。 
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補足資料 Ｃ 

メディカルコンディション・ルール 

 

メディカルコンディション 

メディカルコンディションとはウォームアップ時や試合中にスポーツセラピストやトレーナーによ

って医学的処置や評価が必要と判断された医学的疾病、または筋・骨格系の怪我のことである。 

 

（ア）治療可能なメディカルコンディション 

○ 深刻なメディカルコンディション： ウォームアップ中または試合中に突如発生した、

緊急治療を必要とする医学的疾病または筋・骨格系の怪我。 

○ 深刻ではないメディカルコンディション： ウォームアップ中または試合中に徐々に

悪化し、チェンジオーバーやセットブレークの間に治療を必要とする医学的疾病また

は筋・骨格系の怪我。 

 

（イ）治療不可なメディカルコンディション 

○ 適切な処置が出来ない、または許された時間内で施すことが出来る治療では症状が回

復しないであろうと判断されたメディカルコンディション。 

○ ウォームアップ中または試合中以外で発生・悪化したメディカルコンディション。 

○ プレーヤーの疲労。 

゜ 事前に診断書の提出があった糖尿病に対するインシュリンの皮下注射を除き、注射・

点滴または酸素吸入を必要とするメディカルコンディション。 

 

医療的診断 

ウォームアップまたは試合中、プレーヤーは主審を通じて、次回チェンジオーバーまたはセットブ

レーク中にスポーツセラピスト/トレーナーの診断を要請する事が出来る。深刻なメディカルコンディ

ションに陥った場合、プレーヤーは主審を通じ試合の緊急中断し、スポーツセラピスト／トレーナー

に直ちに診断を要請する事が出来る。 

 

医療的診断の目的は、プレーヤーが治療可能なメディカルコンでションにあるのか、またその場合、

その治療の適当な時間の判断を下す為である。その診断は妥当な時間内で行われ、プレーヤーの安全

の確保及び試合の続行が対照される。スポーツセラピスト/トレーナーの裁量において、診断はトーナ

メント医師とともに行われる事が可能であり、また、コート外で行われる事も可能である。 

 

スポーツセラピスト／トレーナーがプレーヤーが治療不可の医学的状態にあると判断した場合、プ

レーヤーは医療処置は行われない事を告げられる。 

 

メディカル・タイムアウト 

メディカル・タイムアウトは、プレーヤーに医学的処置が必要であるとスポーツ医学セラピスト/

トレーナーが判断した場合、レフェリーや主審によって許可される。メディカル・タイムアウトはス
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ポーツ医学セラピスト／トレーナーがプレーヤーの症状が深刻であり緊急の処置が必要であると判断

された場合を例外とし、それ以外はチェンジオーバーあるいはセットブレークの間に行われる。 

 

メディカル・タイムアウトはスポーツ医学セラピスト／トレーナーが処置を施す準備が完了した時

点でスタートとなる。スポーツ医学セラピスト／トレーナーの判断によっては、メディカル・タイム

アウトはコート外で行われる事も、トーナメント医師とともに処置が行われる事もある。 

 

メディカル・タイムアウト時の処置時間は３分以内に留められなければならない。しかし、レフェ

リーは処置時間を必要に応じ延ばすことが出来る。 

 

プレーヤーは一つのメディカル・コンディションにつき１回のメディカル・タイムアウトを取る事

が出来る。全ての熱射病や日射病及び痙攣は、１(いち)治療可能なメディカル・コンディションとし

て考察される。 

 

スポーツ医学セラピスト／トレーナーがプレーヤーに治療可能な２つ以上の異なるメディカルコン

ディションを見つけた場合、レフェリーまたは主審は２回連続のメディカル・タイムアウトを許可す

る事が出来る。そのメディカルコンディションには以下のものも含まれる： 筋・骨格系の疾病； ２

箇所以上の異なり且つ深刻な筋・骨格系の疾病。その様なケースが発生した場合、スポーツ医学セラ

ピスト/トレーナーが診断を行い、その２箇所以上の治療可能なメディカルコンディションが２連続の

メディカル・タイムアウトを必要とするか否かを判断する。 

 

メディカル・トリートメント 

プレーヤーは、スポーツ医学セラピスト／トレーナー 及び・または トーナメント医師から、チ

ェンジオーバーあるいはセットブレーク中にコート上で医学的診療及び・または 必需品の補充を受

ける事が出来る。ガイドラインとして、その様なメディカル・トリートメントは各治療可能なメディ

カル・コンディションに対し２チェンジオーバー/セットブレークに留め、メディカル・タイムアウト

前または後とし、またメディカル・トリートメントを連続して受ける事は出来ない。プレーヤーは、

治療不可のメディカル・コンディションに対しメディカル・トリートメントを受けてはならない。 

 

罰則 

メディカル・タイムアウトまたはメディカル・トリートメントの完了後の試合続行におけるいかな

る遅延に対して、違反行為である「遅延行為」として罰せられる。 

メディカルルールを乱用したいかなるプレーヤーも、コンダクトコードの中のアンスポーツマンライ

ク・カンダクト項に照らし合わせ、罰せられる。 

 

流血 

プレーヤーが流血したならば、主審は速やかに試合を中断し、診断及び処置の為にスポーツ医学セ

ラピスト／トレーナーがコートに呼ばなければならない。スポーツ医学セラピスト／トレーナーは（必

要であればトーナメント医師と共に）出血の原因を診断し、処置の為に必要と判断した場合はメディ

カル・タイムアウトを要請する。 
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スポーツ医学セラピスト／トレーナーからの要請があった際、レフェリーもしくは主審は合計最大

５分の止血処置を許可する事が出来る。 

 

血液がコート上もしくはその至近距離に流れ落ちた場合、その落ちた血液が適切に処理されるまで

試合は再開されない。 

 

嘔吐 

プレーヤーが嘔吐し、その嘔吐物がコート上に散乱した場合、もしくはプレーヤーが医学的診断を

要請した場合、主審は試合を中断しなければならない。プレーヤーが医学的診断を要請した際、スポ

ーツ医学セラピスト／トレーナーは、そのプレーヤーの状態が治療可能なメディカル・コンディショ

ンにあるかを判断する。治療可能であった場合、それが緊急を要する状態か否かを見る。 

 

試合不能 

試合中、緊急の医学的状況が発生し、プレーヤーの置かれた状態では自らスポーツ医学セラピスト

／トレーナーを要請する事が出来ない場合、主審がプレーヤーに代わって、直ちにスポーツ医学セラ

ピスト／トレーナーを要請する。 

 

試合前または試合中にプレーヤーが身体的に競技を続けることが出来ないと見なされた場合、スポ

ーツ医学セラピスト／トレーナーもしくはトーナメント医師はレフェリーに当該プレーヤーが競技を

続けられない、または進行中の試合から撤退する旨を報告しなければならない。 

 

レフェリーは医師のアドバイスや諸々の情報を考慮し同時に、その決定がプロテニスにおいて最善

の判断であるという事を根拠とした上で、その裁量権を行使する。 

 

後にトーナメント医師がプレーヤーの体調が回復し、しかるべき競技レベルでのプレーが支障なく

出来ると判断した場合、同日あるいは後日でも、プレーヤーは当該トーナメントの他の種目でプレー

する事が出来る。 

 

＊ 法令・政府・規則は、イベントの規制枠外でトーナメント医師による診断や処置を強制的に義務

付ける事が出来る。 
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補足資料 Ｄ 

ツアーの構成 

 

車いすテニスツアーの大会グレードは、ＩＴＦ車いすテニス委員によって決定される。決定には以

下の原則が用いられ、それらは年度ごとに見直される。 

 

原則 

ａ．ピラミッドシステム Pyramid System 

車いすテニスツアーはピラミッド型を成すように、スーパーシリーズ（SS）、マスターシリー

ズ(MS)、ＩＴＦ１～３、ＩＴＦフューチャーズシリーズ（Futures）の各大会から構成されてい

る。 

スーパーシリーズやマスターシリーズの開催数は少なく、ＩＴＦはより多い。また、開催数は

ＩＴＦフューチャーズシリーズになるに従い増える。 

 

 

ｂ．バランス Balance 

世界をアメリカ、アジア・オセアニア、ヨーロッパ・アフリカ、の３つの地域に分け、これら

の地域間でスーパーシリーズ、マスターシリーズ、およびＩＴＦ/フューチャーズシリーズの開

催が偏らないようにバランスを考えてツアーを構成する。 

 

 

 

 

 

 

SS 

MS 

ITF1 

ITF2 

ITF3 

Futures 
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ｃ．グレードの基準 Classification Criteria 

   次の各項目を基準にトーナメントのグレードが決定される。 

- 運営 

- 会場 

- 輸送 

- 宿泊施設 

- 審判 

- 賞金 

- マーケティングと広報活動 

注） 大会グレードは１年で 1段階昇格、あるいは降格する。 

 

ｄ．その他  

車いすテニスの歴史や世界の中での地域性、など、その他の諸条件も考慮される。 
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補足資料 Ｅ 

ウェルフェアポリシー 

 

いかなるプレーヤー、プレーヤーのコーチ・通訳・マネージャー・代理人・医師または医療補助員

及び/または家族・トーナメントゲスト、それに準ずる仲間（総じて「プレーヤーサポートチームメン

バー」）はいかなる時も、ここに記されるＩＴＦウェルフェアポリシーに従い、プロとしてのマナーを

もって振舞う事とする。 

 

A. 福祉政策の原理 

i 適用 

（ａ）プレーヤーサポートチームメンバーはＩＴＦウェルフェアポリシーに精通し、その順守

に同意する。 

 

ii 不平等 及び/または 差別的行為 

（ａ）プレーヤーサポートチームメンバーは、プレーヤーの競技上の傷害未遂・故意の妨害ま

たその準備を含む不平等または犯倫理的な行為に関与してはならない。 

（ｂ）プレーヤーサポートチームメンバーは、人種・民族・国籍・宗教・年齢・性的嗜好を根

拠とした諸サービスの提供を差別してはならない。 

 

iii 職権の乱用； 不正行為 

（ａ）プレーヤーサポートチームメンバーによる、彼/彼女に与えられた権限及び支配権を乱用

してはならない。また、いかなるプレーヤーの精神的・肉体的・情緒的健康を脅かして

はならない。 

（ｂ）プレーヤーサポートチームメンバーによる、暴行または暴言といった不正行為、脅迫行

為またはプレーヤー・トーナメント役員・ＩＴＦスタッフ・コート上の関係者・コーチ・

親類・観客・記者/マスコミに対する批判してはならない。 

（ｃ）プレーヤーサポートチームメンバーは、プレーヤーを私的・政治的・事業利益の為に利

用しない。 

 

iv 性的行為 

  以下に挙げられる事項は禁止行為とする。 

 

（ａ）プレーヤーサポートチームメンバーによる、（１）１７歳以下のプレーヤー （２）居住

地域及び行為の持たれた場所において法定年齢以下のプレーヤー への性的言い寄り行

為または性的接触。 

（ｂ）プレーヤーサポートチームメンバーによる、プレーヤーに対する性的虐待。性的虐待とは、

ある人物から他の人物への（ｉ）思考能力を奪った （ｉｉ）身体的力の使用/脅迫/威圧

/威嚇/不当な圧力によって 性行為の強要と定義される。 

（ｃ）プレーヤーサポートチームメンバーによる、性的嫌がらせの関与。例： 迷惑な言い寄り

行為、性的な交際の要求もしくはその他威圧的・敵対的・侮辱的環境を作りえる、性的気
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質を帯びた口頭もしくは身体的行為。 

（ｄ）プレーヤーサポートチームメンバーによる、、（１）１７歳以下のプレーヤー （２）居住

地域及びホテルの立地場所において法定年齢以下のプレーヤー とのホテルの部屋の共

有。しかし、そのプレーヤーサポートチームメンバーがプレーヤーの法的後見人または親

類であった場合は例外となる。 

 

v  犯罪行為 － プレーヤーサポートチームメンバーは全ての刑法に従う。また、より明確に

言及するならば、プレーヤーサポートチームメンバーが （ａ）違法ドラッグ・薬物の使用

/所持/流通/流通未遂 （ｂ）性的 不品行/嫌がらせ/虐待 （ｃ）幼児虐待といった犯罪

で有罪判決を言い渡される・有罪の申し立てをされる・刑事責任を認められた場合はこの責

任を違反した事となる。 

 

vi アンチドーピング活動 － プレーヤーサポートチームメンバーはＩＴＦドーピング規制

に対する違反行為を行わず、またはプレーヤーによる規制違反に加担しない。 

 

vii 一般事項 － プレーヤーサポートチームメンバーは、ＩＴＦ・ＩＴＦ公認の全てのトー

ナメント/イベント/サーキット（概してＩＴＦトーナメント）、いかなるプレーヤー・関係

者・テニスの試合の名を汚す行為を行わない。 

 

B．違反行為 

ｉ  プレーヤーサポートチームメンバーがウェルフェアポリシーにそぐわない行為を働いている

と考えた者は、当事者が参加しているＩＴＦトーナメントの責任者であるＩＴＦ事務局長に、

その苦情を書面で（署名がされ、その不正行為の詳細を述べてあるもの）提出する。 

 

ii  その苦情の提出を受け、ＩＴＦ事務局長は速やかに、その案件に対する再検討を始める。Ｉ

ＴＦ事務局長は、プレーヤーサポートチームメンバーが各国連盟またはその他テニス組織に

よって課された処分、有罪の申し立て、罪状に対する無抗争答弁、セクション ｖ に示さ

れた様な起訴に基づき、調査を開始する。ＩＴＦ事務局長は苦情の再検討や追加の調査を経

て、それ以上の処置に値しないと判断した場合、その案件を集結させる事が出来る。追加処

置に値しないとの判断した場合は、対面もしくは文書で 

 

iii  ＩＴＦ事務局長の裁定は、それが出場停止一年以上または罰金５０００米ドル以上のもので

あった場合はＩＴＦディレクターボードに委ねられ、それ以外は告発者が参加しているＩＴ

Ｆトーナメントの委員会に上訴される。どちらの場合でも、上訴組織は単にＩＴＦ事務局長

の上訴を再審理するのか、告発されているプレーヤーサポートチームメンバーに直接意見を

述べる機会を与える為に聴取を行うのかを決定する。その際上訴組織は、上訴の有効な運営

の為に指示を出す。 

 

ｉｖ ウェルフェアポリシーに従って、事務局長及び/または委員会の裁定は、必要であれば各国会

員組織及びＩＴＦトーナメント事務局に、事務局長及び/または委員会によって通達される。 
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補足資料 Ｆ 

マネージメント 

 

理事会 

ａ）マネージメント 

車いすテニスはＩＴＦ理事会によって運営される。 

 

ｂ）任務 

理事会の任務は以下の通りとする。 

 ｉ 車いすテニスツアーの為にルール及び規則、そして行動規範を承認・採用。 

 ｉｉ 抗議や争いの解決。 

 ｉｉｉ ＩＴＦの名の下、車いすテニスに関連する商標の手続き及び保護。 

ｉｖ  理事会は２年毎に、理事会の会員である車いすテニス委員会会長そして必要である  

とされる他のメンバーの任命。 

 

ｃ）ＩＴＦ車いすテニス委員会 

ＩＴＦ車いすテニス委員会の任務及び権限は以下の通りとする。 

 ａ 車いすテニスの日々の管理、運営。 

 ｂ 確保する適用する 

 ｃ ＩＴＦの財政的枠組み内における、車いすテニス予算の管理。 

 ｄ 財務に関する全ての事柄の理事会への報告。 

 ｅ ハンドブックに記された、その他の任務の請負。 

 ｆ 理事会への通常報告書の提出。 

ｇ あらゆるパートにおいて、決定事項を最終判断できるように適切に考察し、抗議や    

論争への解決がいかなる方法が適しているかどうかを決定する。 

 

委員会メンバー 

委員長   Ｍｒ．ヤン・カールゾン   スウェーデン 

委員会メンバー  Ｍｒ．スティーグ・エリクソン  スウェーデン 

委員会メンバー  Ｍｒ．マーティン・マッケルハットン イギリス 

委員会メンバー  Ｍｒ．クリスト・コク   オランダ 

委員会メンバー  Ｍｒ．ダン・ジェームス   アメリカ 
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補足資料 Ｇ 

ＩＴＦ車いすテニス部 

 

車いすテニス部長  Ｍｓ．エレン・デ・ランゲ 

ＮＥＣツアー代理人  Ｍｓ．ヴィクトリア・ソープ 

車いすテニスアシスタント Ｍｓ．メラニー・デ・ミースター 

車いすテニス普及幹事  Ｍｒ．マーク・バロック 

シルバーファンド企画調整員  未定 

 

 

補足資料 Ｈ 

ＩＷＴＡ 

 

ＩＷＴＡマネージメント委員会 

会長    Ｍｒ．マーティン・マッケルハットン イギリス 

副会長   Ｍｒ．スティーグ・エリクソン  スウェーデン 

理事    Ｍｒ．シラン・アベイセカラ  スリランカ  

理事    Ｍｒ．ピエール・フザデ   フランス 

理事    Ｍｓ．ジャネット・ペトラ   カナダ 

理事    Ｍｒ．ホセ・マリア・バラダレス  アルゼンチン 

理事    Ｍｒ．コビ・ウィーナー   イスラエル 

 

ＩＷＴＡ名誉会長 

ブラッド・パークス  アメリカ 

 

ＩＷＴＡ加盟国 

ＩＷＴＡ加盟国の最新連絡先リストは、ＩＴＦ車いすテニス・ウェブサイトに掲載されている。 

http://www.itftennis.com/wheelchair/generalinfo/membernations.asp 
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補足資料 Ｉ 

ＩＴＦ及びＩＷＴＡの構成 

 

 

ＩＴＦ ： 国際テニス連盟 （International Tennis Federation） 

ＩＷＴＡ： 国際車いすテニス連盟 （International Wheelchair Tennis Association） 

ＩＰＣ ： 国際パラリンピック委員会 （International Paralympic Committee） 

注記： １．ＩＴＦ加盟国とＩＷＴＡ加盟国は同じ組織である事がある。 

    ２．ＩＴＦは車いすテニスの世界的運営団体であり、パラリンピック行事への責任を持つ。 

 

日本車いすテニス協会（JWTA－Japan Wheelchair Tennis Association） 

事務局 

〒224-007 横浜市都筑区荏田区５－７－９ 

TEL＆FAX：045-941-0170 

office@jwta.jp 

http://www.jwta.jp 

翻訳：2008JWTA ルールブック翻訳委員会 

 

 

 

 

ＩＴＦ理事会 

ＩＴＦ 

車いすテニス委員会 

ＩＴＦシルバーファンド 

委員会 

ＩＴＦ車いすテニス 

医学委員会 

ＩＴＦ車いすテニス部 
国際パラリンピック

委員会 （ＩＰＣ） 

ＩＴＦ加盟国 

２０１ヶ国 

各国パラリンピック

委員会 （ＮＰＣ） 

ＩＷＴＡマネージメント委員会(諮問機関)    

６０ヶ国 

ＩＷＴＡ加盟国 

６０ヶ国 

ＩＷＴＡコーチ 

委員会 

ＩＷＴＡ選手 

委員会 


